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　 4月 7日㈪・ 8日㈫、市内各小学校で入学式
が行われました。
　登別小学校では、登別市交通安全協会などが
交通安全を呼び掛ける中、新入学児童が保護者
と一緒に笑顔で登校し、これから始まる学校生
活に心を躍らせていました。

入学おめでとう。楽しい学校生活を
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平
成
26
年
3
月
末
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
３
３
１
）

収入

支出

■市税　市民税や固定資産税、軽自動車税など
■地方交付税　人口などに応じて国から交付されるお金
■国・道支出金　特定の事業に国や道から交付されるお金
■市債　市の借金

■民生費　医療や福祉などに使うお金
■衛生費　健康増進やごみ処理などに使うお金
■土木費　道路や公園などの建設や維持に使うお金
■公債費　借金を返済するためのお金
■給与費　職員に給料や退職金を支払うためのお金

予算額 235億4,694万円
収入額 197億3,283万円
収入率（収入額／予算額） 83.8％
市民１人当たりの収入額 38万9,877円
市民１人が負担する市税 9万6,460円

予算額 235億4,694万円
支出額 190億9,171万円
執行率（支出額／予算額） 81.1％
市民１人当たりの支出額 37万7,210円

区　　分 予算額
収　入 支　出

収入額 収入率
（収入額/予算額） 支出額 執行率

（支出額/予算額）
国民健康保険特別会計 67億6,795万円 53億5,253万円 79.1％ 60億8,536万円 89.9％
学校給食事業特別会計 3億6,270万円 2億  628万円 60.2％ 3億3,257万円 91.5％
公共下水道事業特別会計 27億  103万円 24億7,917万円 91.8％ 24億2,856万円 89.9％
簡易水道事業特別会計 3,352万円 1,268万円 37.8％ 3,178万円 94.8％
介護保険特別会計 31億7,084万円 25億8,730万円 81.6％ 27億9,936万円 88.3％
カルルス温泉スキー場事業特別会計 1億1,390万円 3,744万円 32.9％ 1億  798万円 94.8％
後期高齢者医療特別会計 6億6,268万円 5億1,836万円 78.2％ 6億5,638万円 99.0％

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
に
よ
り
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
、
公
共
施
設
の

建
設
や
道
路
の
舗
装
な

ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て

使
用
す
る
施
設
な
ど
の

整
備
を
行
う
と
き
に
限

り
、
国
や
金
融
機
関
か

ら
資
金
を
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら

市
の
借
金
を
市
債
と
い

い
ま
す
。

　

こ
の
残
額
を
市
の
人

口
で
除
し
て
算
出
す
る

と
、
市
民
１
人
あ
た
り

の
市
債
残
高
は
83
万
6

千
785
円
と
な
り
ま
す
。

　特別会計は、特定の目的のために納入された収入（保険料や使用料など）により、特定の事業（国民
健康保険や介護保険など）を行います。

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
予
算
や
決
算
に
関
す
る
公

表
の
ほ
か
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
の
財
政
状
況
の
公
表
を
年
2
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
26
年
3
月
31
日
現
在
の
一
般
会
計
の
収
入
と
支
出
の
状
況
、
特
別
会
計
の
状
況
、
市
債
（
借
金
）

の
残
高
、
財
産
の
状
況
、
一
時
借
入
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

金
額
や
数
値
は
、
4
・
5
月
の
出
納
整
理
期
間
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
単
位
未
満
を
四
捨
五
入

し
て
表
記
し
て
い
る
た
め
、
合
計
値
な
ど
が
合
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
算
額
に
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額
を
含
み
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
執
行
の
状
況

市
債
残
高
の
状
況

特別会計予算の執行の状況

区　　分 残　　高
一般会計 226億6,232万円

特
別
会
計

学校給食事業特別会計 1,330万円
公共下水道事業特別会計 195億7,125万円
簡易水道事業特別会計 1億  534万円

合　　計 423億5,221万円

2 平成26年 3月末の財政状況をお知らせします
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市の財政動向と今後の運営市の財政動向と今後の運営

　

市
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
活
用
す
る

た
め
、
土
地
や
建
物
を

所
有
し
て
い
る
ほ
か
、

特
定
の
目
的
に
使
用
し

た
り
、
年
度
間
の
財
源

の
調
整
を
図
る
た
め
の

貯
金
と
し
て
、
基
金
を

保
有
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。

　

市
は
、
一
時
的
な
資

金
不
足
に
よ
り
、
市
民

へ
の
給
付
や
納
入
業
者

へ
の
支
払
い
に
支
障
が

生
じ
る
と
き
に
は
、
金

融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
市
の
一
時
的
な
借
り

入
れ
を
一
時
借
入
金
と

い
い
ま
す
。

　

市
の
収
入
の
う
ち
、
市
税

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
入

し
て
い
た
だ
く
安
定
的
な
収

入
で
、
財
政
運
営
を
行
う
上

で
は
、
収
入
に
占
め
る
市
税

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
で
は
市
税
の

割
合
が
他
の
自
治
体
に
比
べ

て
低
く
、
逆
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
占
め

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
近
年
で
は
、
人
口

減
少
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

市
税
は
徐
々
に
減
少
し
て
い

る
状
態
に
あ
り
、
地
方
交
付

税
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
の
う
ち
、
公

債
費
や
人
件
費
は
必
ず
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金

で
す
。
そ
の
他
の
経
費
に
つ

い
て
も
、
法
律
な
ど
で
支
払

い
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の

が
多
く
を
占
め
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
特
定
の
事
業
に
使
用
し
た
り
、
年
度
間
の
財
源
の
調
整

を
図
る
た
め
、
基
金
（
貯
金
）
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
万
一
の
と
き
の
備
え
と
し
て
い
る
基
金
（
財
源
調

整
用
基
金
）
の
残
高
は
、
近
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
25
年
度
は
平
成
18
年
度
と
比
べ
る
と
約
3
・
3
億
円

減
少
し
ま
し
た
。

　

市
の
収
入
の
多
く
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
国
の
財
政
状
況
な

ど
に
よ
る
増
減
が
大
き
く
、
過
去

に
も
、
『
三さ

ん

位み

一い
っ

体た
い

の
改
革
』
の

と
き
に
は
交
付
額
が
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
市
は
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
う
し
た
事
態
に
備
え
、
こ
れ
ら

基
金
（
貯
金
）
は
で
き
る
限
り
多

く
保
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
歳
入
の
面
で
は
、
国
の

動
向
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
収
入
を
増
や
す
と
と
も
に
、

年
度
間
の
財
源
の
調
整
を
図
る
た
め
の
基
金
（
貯
金
）
を
常
に
一

定
程
度
確
保
し
て
お
く
こ
と
、
歳
出
の
面
で
は
、
既
存
事
業
の
必

要
性
を
不
断
に
検
証
す
る
こ
と
と
、
中
期
的
な
財
政
の
見
通
し
を

踏
ま
え
て
、
計
画
的
な
事
業
実
施
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
は
、
今
後
も
行
財
政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

歳
入
確
保
の
取
り
組
み
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
つ
つ
、
中

期
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

市
有
財
産
の

状
況

一
時
借
入
金
の

状
況

歳
入
歳
出
の
動
向

基
金
の
動
向

今
後
の
運
営

区　　分 金額・面積
土　　地 676.7万平方㍍
建　　物 29.1万平方㍍

基金など 現　金 37億3,248万円
土　地 11.0万平方㍍

出資金・債権など
出資金等（現金） 1億1,993万円
出資金等（土地） 6.4万平方㍍

債　権 4億  319万円

区　　分 借入金残高
一般会計 15億円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 0円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 0円
介 護 保 険 特 別 会 計 0円
カルルス温泉スキー場事業特別会計 0円

合　　計 15億円
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▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

•
運
転
資
金
：
2
千
万
円
、
5
年
以
内

•
設
備
資
金
：
3
千
万
円
、
10
年
以
内

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

　

市
内
で
新
た
に
事
業
所
を
設
け
よ
う
と

す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
た
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
で
新
た
に
事
業
所
を
設
け
よ
う
と

す
る
中
小
企
業
者
で
、
登
別
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
の
経
営
診
断
を
受
け
、

事
業
所
開
設
資
金
の
融
資
が
適
当
と
認
め

ら
れ
た
中
小
企
業
者

▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

運
転
資
金
：
500
万
円
、
6
年
以
内
（
据

置
期
間
１
年
）

• 

設
備
資
金
：
2
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
2
年
）

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

※ 

他
市
町
村
の
融
資
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
こ
と
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
、
取
引
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
事
業
者
や
市
内
在
住
の
方
を
対
象

に
、
企
業
の
経
常
的
な
事
業
活
動
に
幅
広

く
利
用
で
き
る
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
、
か
つ
、
登
別
市
・

室
蘭
市
・
伊
達
市
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定

す
る
中
小
企
業
者

▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

運
転
資
金
：
１
千
万
円
、
5
年
以
内

• 

設
備
資
金
：
2
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
）

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

　

市
内
の
各
種
組
合
を
対
象
に
、
幅
広
い

用
途
に
利
用
で
き
る
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
団

体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
第
3
条
第
１
項

ま
た
は
商
店
街
振
興
組
合
法
に
規
定
す
る

団
体

▼
対
象
事
業　

　

次
の
要
件
を
満
た
す
個
人
や
法
人
、
団

体
が
、
市
が
指
定
し
た
区
域
内
に
あ
る
、

空
き
店
舗
に
な
っ
て
か
ら
6
カ
月
以
上
経

過
し
て
い
る
店
舗
を
利
用
し
て
行
う
小
売

業
や
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

◎
要
件

• 

事
業
計
画
が
2
年
以
上
あ
り
、
店
舗
の

借
り
上
げ
契
約
が
１
年
以
上
あ
る
こ
と

• 

店
舗
の
属
す
る
地
区
の
商
店
会
な
ど
の

推
薦
が
あ
る
こ
と

• 
お
お
む
ね
正
午
以
前
に
開
店
し
、
１
日

6
時
間
以
上
、
週
5
日
以
上
営
業
す
る

こ
と

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
内
容

　

補
助
交
付
開
始
か
ら
12
カ
月
間
、
事
業

を
行
う
部
分
の
店
舗
賃
借
料
の
2
分
の
１

（
月
額
5
万
円
が
上
限
）
を
補
助
し
ま
す
。

※ 

商
店
会
な
ど
が
地
域
の
社
会
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
事
業
を
行
う
場
合
は
、

対
象
期
間
の
延
長
や
補
助
割
合
の
上
乗

せ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
、
金
融
機
関
を
通
じ
て

低
金
利
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
別
市
空
き
店
舗
活
用

事
業
補
助
金

一
般
事
業
資
金

団
体
事
業
資
金

事
業
所
開
設
資
金

登
別
市
中
小
企
業

特
別
融
資
制
度

中小企業を応援します中小企業を応援します
～融資・補助制度のご案内～～融資・補助制度のご案内～

　市は、中小企業の経営や技術開発などを応援するため、『登別市中小企業特別融資制度』
やさまざまな補助制度を設けていますので、ご利用ください。

問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

4 中小企業を応援します



取扱金融機関
金融機関名
室蘭
信用金庫

北海道銀行

伊達
信用金庫

北洋銀行

市内各支店、高砂
支店、工大前支店
登別支店、東室蘭
支店

わしべつ支店

登別支店、中島町支
店、室蘭中央支店

幌別支店
（☎852211）
登別支店

（☎852621）
わしべつ支店
（☎865711）
登別支店

（☎860700）

支店名 代表連絡先

　

2
月
28
日
㈮
、
市
は
、
㈱
北
海
小
型

運
輸
と
、
互
い
に
協
力
し
て
市
内
経
済

の
活
性
化
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

『
企
業
立
地
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
旭
川
市
に
本
社
を
置
き
、

道
北
・
道
央
地
域
を
中
心
に
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
業
を
展
開
す
る
企
業
で
、

こ
の
た
び
市
の
誘
致
活
動
に
応
じ
、
青

葉
町
に
営
業
所
と
倉
庫
を
新
設
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
、
8
月
の
事
業
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
登
別
市
企
業
立
地
振
興
条
例

に
基
づ
き
、
同
社
に
助
成
な
ど
の
支
援

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

『
企
業
立
地
に
関
す
る
協
定
』
は
、

札
内
町
に
太
陽
光
発
電
所
を
開
設
し
た

㈱
大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
と
平
成
25

年
11
月
に
締

結
し
た
の
に

続
き
2
例
目

で
、
市
は
、

今
後
も
市
内

へ
の
企
業
誘

致
に
積
極
的

に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
2
1
7
1
）

●
制
度
の
内
容
な
ど

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
登
別
市
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
の

小
口
事
業
・
団
体
事
業
（
設
立
後
3
年
未

満
の
団
体
）
・
新
分
野
進
出
支
援
の
各
資

金
を
利
用
し
た
方
の
借
入
金
の
利
子
の
一

部
を
補
給
す
る
制
度
で
す

●
利
子
補
給
の
率

•
小
口
事
業
資
金
：
年
0
・
4
㌫

•
団
体
事
業
資
金
：
年
１
・
5
㌫

•
新
分
野
進
出
支
援
資
金
：
年
0
・
7
㌫

合
：
年
2
・
2
㌫

※ 

融
資
の
ご
利
用
に
は
、
金
融
機
関
の
審

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱
金

融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
据
置
期
間
2
年
）

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

•
年
2
・
5
㌫

　

既
存
の
事
業
と
は
異
な
る
事
業
分
野
へ

の
進
出
や
、
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
考
え
る
事
業
者
が
利
用
で
き
る
資
金

で
す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
、
か
つ
、
登
別
市
・

室
蘭
市
・
伊
達
市
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定

す
る
中
小
企
業
者
と
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
第
3
条
第
１
項
、
ま
た
は
商
店
街
振

興
組
合
法
に
規
定
す
る
中
小
企
業
団
体
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

●
 

既
存
企
業
と
は
異
な
る
分
野
に
進
出
す

る
中
小
企
業
者
と
中
小
企
業
団
体

●
 

既
存
事
業
分
野
に
お
い
て
新
製
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
販
売
す
る
中
小
企

業
者
と
中
小
企
業
団
体

●
 

既
存
製
品
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な

生
産
、
販
売
、
提
供
の
方
式
を
導
入
す

る
中
小
企
業
者
と
中
小
企
業
団
体

▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

事
業
資
金
：
１
千
万
円
、
11
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
）

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
融
資
期
間
が
3
年
を
超
え
る
場

　

小
規
模
企
業
者
を
対
象
と
し
た
、
北
海

道
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
の
資
金
で

す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
、
か
つ
、
登
別
市
・

室
蘭
市
・
伊
達
市
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2
条
第

3
項
に
規
定
す
る
小
規
模
企
業
者

▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

•
事
業
資
金
：
500
万
円
、
7
年
以
内

▼
利
率
（
平
成
26
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

0
㌫
、
融
資
期
間
が
5
年
以
内
の
場
合

：
年
１
・
2
㌫
、
融
資
期
間
が
7
年
以

内
の
場
合
：
年
１
・
4
㌫

　

店
舗
、
工
場
な
ど
の
建
て
替
え
や
機
械
、

装
置
の
購
入
を
行
う
方
を
対
象
と
し
た
資

金
で
す
。

▼
融
資
対
象

　

市
内
で
店
舗
や
工
場
な
ど
の
近
代
化
を

行
う
従
業
員
20
人
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
）
以
下
で
、
登
別
商
工
会
議

所
中
小
企
業
相
談
所
の
経
営
診
断
を
受
け
、

小
規
模
商
工
業
近
代
化
資
金
の
融
資
が
適

当
と
認
め
ら
れ
た
中
小
企
業
者

▼
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

設
備
資
金
：
2
千
万
円
、
12
年
以
内

新
分
野
進
出
支
援
資
金

小
口
事
業
資
金

小
規
模
商
工
業
近
代
化
資
金

中
小
企
業
特
別
融
資

利
子
補
給

取
り
組
ん
で
い
ま
す

企
業
誘
致

▲協定書締結式

5 中小企業を応援します



市
職
員
出
前
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
職
員
が
皆
さ
ん
の
も
と
へ
伺
い
、
市
の
仕
事
や
制
度
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
、
身
近
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申し込み　企画調整グループ（☎85 6 5 8 6 ）

おすすめメニュー

　
　

町
内
会
の
勉
強
会
な
ど
で
利
用

し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
テ
ー
マ
が
よ
い
か
困
っ
て
い

ま
す
。

　
　

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、
お
困

り
の
と
き
は
『
お
す
す
め
メ
ニ

ュ
ー
』
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
　

申
し
込
み
期
間
は

　
　

あ
り
ま
す
か
。

　
　

申
し
込
み
期
間
は
設
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
　

利
用
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　

特
に
制
限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

何
度
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▼ 

テ
ー
マ
の
選
定　

テ
ー
マ
は
自
由

で
す

▼ 

実
施
日　

希
望
す
る
日
時
に
開
催

し
ま
す

※ 

都
合
に
よ
り
開
催
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

会
場
の
手
配　

会
場
の
手
配
や
運

営
は
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
お

願
い
し
て
い
ま
す

▼ 

対
象　

５
〜
20
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
▼ 

申
込
方
法　

テ
ー
マ
や
日
時
、
場

所
、
人
数
な
ど
を
企
画
調
整
グ
ル

ー
プ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼ 

申
し
込
み
後　

担
当
グ
ル
ー
プ
と

内
容
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す

市
職
員
出
前

フ
リ
ー
ト
ー
ク

申
し
込
み
か
ら

実
施
ま
で
の
流
れ

タイトル 内　　　容

備えは大丈夫ですか？
『防災』

　風水害や地震、津波などの災害対策や避難するときの心構え、自主防
災組織、備えておきたい非常持出し品、『防災マップ』、『津波避難ビ
ル』など市の取り組み状況についてお話しします。

あなたもわたしも自分らしく
『男女共同参画』

　男女共同参画の理念や必要性などを紙芝居などを利用してわかりやす
くお話しします。

あなたはだまされない
『悪質商法』

　悪質商法や振り込め詐欺について、クイズやビデオ上映、最近の事例
を織り交ぜながらわかりやすくお話しします。

みんな楽しく健康づくり
『かろやか体操』

　足腰強化の体操、脳活性化・認知症予防の指体操、曲に合わせて楽し
く体を動かすリズム体操などを紹介します。

学芸員による
『縄文出前講座』

　縄文時代の生活や精神文化について、市内の縄文遺跡から発掘された
土器や石器を用いて考古学専門学芸員がお話しします。

くずし字を読む
『古文書解読のススメ』

　日本史の専門家である学芸員が古文書の読み方や面白さについてお話
しします。

被災地の『今』
～岩手県陸前高田市～

　平成25年12月から約１カ月間、東日本大震災で被害を受けた岩手県陸
前高田市へ派遣された市職員の現地での活動や感じた被災地の『今』に
ついてお話します。

AAA

Ｑ
ＡＡＡＡＡＡ＆

6 市職員出前フリートークをご利用ください



均　等　割
＋ ＝【１人当たり】

51,472 円

所　　　　得　　　　割
【本人の所得に応じた額】

（平成25年中の所得－33万円）×10.52％

保険料（年額）
≪上限額57万円≫
※100円未満切り捨て。

➡●均等割
　（被保険者が等しく負担）

平成24・25年度
47,709円（年間）

平成26・27年度
51,472円（年間） (3,763円増)

➡●所得割
　（被保険者の所得に応じて負担）

平成24・25年度
10.61％

平成26・27年度
10.52％ (0.09%減)

➡●賦課限度額
　（１年間の保険料の上限額）

平成24・25年度
55万円

平成26・27年度
57万円 (2万円増)

後期高齢者医療制度のお知らせ
平成26年度の保険料率の変更と軽減について

問い合わせ
年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合
 （☎０１１－２９０－５６０１）

◆保険料率が変わりました
　被保険者が支払う保険料は、 2年ごとに定める保険料率をもとに決めることになっています。
平成26・27年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

◆保険料の軽減
①均等割の軽減
　被保険者と世帯主（被保険者でない世帯主も含む）の所得の合計で判定します。

◆均等割 2割・ 5割軽減の対象範囲が拡大しました
平成25年まで 平成26年から
軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

➡
軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

5 割軽減
33万円＋（24万5,000円×
 世帯主以外の被保険者数）
※単身世帯の方は該当しません。

5 割軽減
33万円＋（24万5,000円×
 世帯の被保険者数）
※単身世帯の方も該当します。

2 割軽減 33万円＋
（35万円×世帯の被保険者数） 2割軽減 33万円＋

（45万円×世帯の被保険者数）

②所得割の軽減
　被保険者個人の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割を 5割軽減します。
③被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したときに被用者保険（※）の被扶養者だった方は、均等割が 9割軽減となります。
　また、所得割は掛かりません。 
※ 『協会けんぽ』など、主にサラリーマンの方が加入している健康保険のことで、国民健康保険など
は含まれません。

◎平成26年度の保険料額は、 7月に個別にお知らせします。

◆保険料の計算方法（年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します）

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 均等割の年額 前年度比
33万円かつ被保険者全員が所得 0円
※ 年金収入のみの場合、受給額80万円以下。 9.0割 5,147円 約400円増

33万円 8.5割 7,720円 約600円増

33万円＋（24万 5 千円×世帯の被保険者数） 5.0割 25,736円 約1,900円増

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数） 2.0割 41,177円 約3,000円増

7 後期高齢者医療制度のお知らせ



区　　分 収入月額
入居者または同居者
に障がいがある方

214,000円
　　 以下

入居者が60歳以上で
同居者のいずれもが
60歳以上または18歳
未満の方
小学校就学前の子ど
もがいる世帯
上記以外の方 158,000円

　　 以下

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

新　　生 新生町
2丁目 一般世帯

1－402 4 階・ 3 D K（64.8） 16,800 ～ 33,000
1 －405 4 階・ 3 D K（64.8） 16,800 ～ 33,000

桜　　木 桜木町
4丁目 一般世帯

6－656 5 階・ 2 L D K（68.1） 22,100 ～ 51,100
7 －749 4 階・ 3 L D K（79.0） 26,000 ～ 51,600

柏　　葉 柏木町
4丁目 一般世帯 1－141 4 階・ 3 L D K（66.0） 17,500 ～ 34,500

柏　　木 柏木町
１丁目 一般世帯

3－346 4 階・ 3 D K（61.1） 14,800 ～ 29,000
10－1043 4 階・ 3 D K（63.6） 15,700 ～ 30,800
11－1112 1 階・ 3 D K（60.1） 14,800 ～ 29,100

緑 ヶ 丘 常盤町
3丁目

高齢身障
単身 2－212 1 階・ 2 L D K（58.7） 17,600 ～ 34,600

一般世帯 3－331 3 階・ 3 L D K（66.4） 20,200 ～ 39,700

幌 別 東 幌別町
8丁目

単身／一般 75R 5 －203 2 階・ 3 D K（56.5） 13,500 ～ 26,500
高齢身障
単身／世帯 76R 2 －105 1 階・ 3 D K（58.9） 14,300 ～ 28,100

単身／一般 76R 3 －305 3 階・ 3 D K（58.9） 14,300 ～ 28,100
一般世帯 1－101 1 階・ 2 D K（63.5） 21,700 ～ 42,600

登 別 旭 登別本町
１丁目

一般世帯 3－ 4 平屋・ 2 L D K（66.2） 23,000 ～ 45,200
高齢身障
単身／世帯 4－ 3 平屋・ 2 D K（56.3） 19,600 ～ 38,400

登別温泉 登　別
温泉町

単身／一般 1－15 3 階・ 3 D K（58.8） 14,200 ～ 27,800

一般世帯
2－214 1 階・ 2 L D K（68.2） 22,200 ～ 43,600
2 －263 6 階・ 3 L D K（77.4） 25,200 ～ 49,500

見　　晴 登　別
温泉町 一般世帯 1－ 2 1 階・ 3 L D K（66.3） 17,000 ～ 33,500

※ 

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
資
格

① 

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

②
持
ち
家
の
な
い
方

③ 

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

④ 

収
入
基
準
を
満
た
し
、
そ
れ
を
証

明
で
き
る
方

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

⑥ 

入
居
者
と
同
居
者
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
2
条
第
6
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

◇
申
込
方
法

5
月
8
日
㈭
か
ら
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
と
各
支
所
で
配
布
す
る

『
入
居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
5
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

の
9
時
〜
17
時
30
分
に
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
抽
選
日
時
・
場
所

5
月
21
日
㈬
10
時
・
市
民
会
館

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

7
月
１
日
㈫
9
時
〜
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

• 

募
集
区
分
は
、
募
集
案
内
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い

• 

入
居
希
望
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

と
き
は
、
各
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す

※ 

必
ず
抽
選
会
に
参
加
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

• 

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん

• 

入
居
資
格
審
査
は
、
抽
選
に
当
選

し
た
方
に
の
み
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
、
入
居
要
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
の
当
選
は
、
無
効
と
な

り
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

8 市営住宅の入居者を募集します



上登別町

登別温泉町

中登別町

富浦町
登別駅

登別東IC

室蘭工業用水池

幸町

新栄町

上鷲別町

鷲別町

若山浄化センター

札内町

幌別駐屯地

登別市役所
幌別駅

来馬演習場

室蘭市

登別室蘭IC

公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を行っています。

平成26年度浄化槽設置希望者を募集します
申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（☎85９０５２）

浄
化
槽
と
は

　

浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
各
家
庭
で

処
理
で
き
る
個
人
下
水
道
で
す
。
槽
内

で
は
、
微
生
物
が
有
機
物
（
汚
物
）
を

食
べ
て
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。
宅
地
内

の
乗
用
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
浄
化

槽
が
設
置
で
き
（
工
事
は
約
10
日
間
）
、

衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
各
家
庭

の
生
活
排
水
を
し
っ
か
り
処
理
し
て
く

れ
る
の
で
、
身
近
な
生
活
環
境
の
改
善

や
保
全
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

事
業
の
内
容

　

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
の
申

請
に
よ
り
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維

持
管
理
（
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
）
し

ま
す
。

工
事

▼
市
の
工
事　

浄
化
槽
の
設
置
工
事

▼ 

個
人
の
工
事　

水
洗
ト
イ
レ
の
改
造

工
事
や
生
活
排
水
を
浄
化
槽
ま
で
流

す
た
め
の
工
事
（
こ
れ
ら
の
工
事
は

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
対
象
に
な
り

ま
す
）

申
し
込
み

　

募
集
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年

度
ご
と
の
設
置
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
、
相
談
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
区
域

▼ 

全
地
域　

カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、

登
別
温
泉
町
、
札
内
町
、
富
浦
町
、

来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町

▼ 

一
部
の
地
域　

中
登
別
町
、
登
別
東

町
、
登
別
港
町
、
新
栄
町
、
幸
町
、

千
歳
町
、
常
盤
町
、
柏
木
町
、
片
倉

町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
若
山
町
、
富

岸
町
、
鷲
別
町
、
上
鷲
別
町

対
象
と
な
る
建
物

　

専
用
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
、
事
務
所

※
別
荘
を
除
き
ま
す
。

設
置
し
た
方
の
負
担

　

市
が
施
工
し
た
浄
化
槽
の
設
置
工
事

費
の
１
割
を
分
担
金
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
分
担
金
は
5
年
に
分

割
し
、
年
4
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
生
活

排
水
を
浄
化
槽
に
流
し
込
む
排
水
設
備

工
事
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
っ
た
水
の
量
に
応
じ
た
下

水
道
料
金
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
、

2
カ
月
に
１
度
納

め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
浄
化
槽
に
空

気
を
送
る
ブ
ロ
ワ

な
ど
の
電
気
代
は

使
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

個別排水処理区域※市ホームページ
　『個別排水処理施設整備事業のご案内』も
　ご覧ください。　
　
　

　　 色の付いている部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

登別市　下水道 検 索

9 平成26年度浄化槽設置希望者を募集します



登別市紹介者 被紹介者

紹介
寄附

記念品など

寄附報告・特典

『ふるさと納税紹介者制度』を始めました

問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

特産品セット特産品セット

教育の充実に教育の充実に
関する事業関する事業

観光の振興に観光の振興に
関する事業関する事業

登別産毛ガニ登別産毛ガニ

　

平
成
21
年
度
か
ら
の
5
年
間
で
１
千
59
万
9
千
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
金
は
、

『
登
別
市
の
発
展
と
活
性
化
を
促
す
事
業
』
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
し
た
い
市
町
村
な
ど
に
2
千
円
を
超
え

る
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
行
っ
た
と
き
に
、

住
民
税
の
約
１
割
が
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

市
は
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
市
の
特
産
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

　

『
ふ
る
さ
と
納
税
紹
介
者
制
度
』
は
、
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
親
戚
や
友
人
な
ど
に
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
紹
介
を
受
け
た
方
が
登
別
市
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
場
合
、
紹
介
し
た
方
に
対
し
て
、
市
の

特
産
品
な
ど
の
記
念
品
（
3
千
円
相
当
）
を
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納
税
先
の
自
治
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
寄
附

を
す
る
方
に
も
所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
や
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
親
戚
や
友
人
な
ど

へ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

登
別
市
の
発
展
と
活
性
化
を
促
す
事
業

•
市
民
活
動
の
促
進
に
関
す
る
事
業

•
安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
充
実
に
関
す
る
事
業

•
地
域
経
済
の
振
興
に
関
す
る
事
業

•
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業

•
保
険
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業

•
環
境
保
全
と
景
観
の
形
成
に
関
す
る
事
業

•
教
育
の
充
実
に
関
す
る
事
業

•
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
の
使
い
道
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

『
ふ
る
さ
と
納
税
紹
介
者
制
度
』
の
仕
組
み

　市は、平成21年から『登別市ふるさとまちづくり応援寄附金（ふるさと納税）』制度を導入
しています。同制度は応援したい事業を指定して寄附ができるものです。市の個性豊かで魅力
あるまちづくりにぜひご協力ください。

10 『ふるさと納税紹介者制度』を始めました



かわいい愛犬のために毎年１回必ず受けさせましょう

狂犬病予防注射狂犬病予防注射をを行います行います

▼料金　１頭につき3,110円（注射料金2,560円、注射済票交付手数料550円）
　※平成26年度から金額が変更となりましたので、ご注意ください。
　※新規登録の受け付けも行います（登録手数料3,000円）。

実施時間 実施地区 実施場所 実施時間 実施地区 実施場所

5
月
17
日
㈯

8：45～ 9：00 登別東町 2丁目 登別公民館前 9：10～ 9：20 登別東町 3丁目 婦人センター駐車場
9：10～ 9：25 登別本町１丁目 登別中学校職員玄関前 9：35～ 9：50 登別東町 4丁目 東町運動公園広場向かい空き地
9：35～ 9：50 登別本町 2丁目 旧道コン住宅前 10：00～10：10 登別本町 3丁目 登別小学校前
10：05～10：20 幌別町 7丁目 幌別東小学校駐車場 10：30～10：45 富浦町１丁目 富浦会館前
10：30～10：45 幌別町 3丁目 鉄南ふれあいセンター前 11：00～11：10 幸町 5丁目 滝田商店裏（佐藤様宅横）
11：00～11：15 千歳町 4丁目 コープタウン　つくし公園 11：25～11：35 千歳町 6丁目 猪股様宅横
11：25～11：35 千歳町 3丁目 幌別中学校前 13：30～13：45 富士町 3丁目 ちびっ子広場
13：00～13：15 桜木町 4丁目 桜木団地駐車場 13：55～14：05 富士町 7丁目 老人福祉センター前
13：30～13：45 片倉町 4丁目 片倉町 4丁目公園 14：15～14：25 中央町 3丁目 中央公園
13：55～14：10 片倉町 6丁目 しんた21駐車場 14：35～14：50 中央町 6丁目 市役所前
14：25～14：40 柏木町１丁目 柏木団地 9号棟前駐車場 15：00～15：10 常盤町 2丁目 常盤児童館前
14：50～15：05 柏木町 4丁目 柏葉団地 5号棟前駐車場

5
月
18
日
㈰

8：45～ 9：00 桜木町１丁目 登別交番横空き地 9：50～10：00 美園町 6丁目 老人憩の家『桜美園』前
9：20～ 9：35 鷲別町 3丁目 鷲別公民館前 10：10～10：20 美園町 3丁目 老人憩の家『光和園』前
9：45～ 9：55 鷲別町 2丁目 わかば公園（恵愛病院裏） 10：40～10：50 若草町 3丁目 若草１号公園
10：05～10：15 鷲別町 6丁目 老人憩の家『鷲六園』前 11：00～11：15 若草町 5丁目 老人憩の家『優和園』前
10：25～10：40 鷲別町 4丁目 鷲別保育所前 11：25～11：35 若草町 2丁目 さわやか公園
11：00～11：15 栄町１丁目 楡の木公園 13：35～13：45 若草町 4丁目 のびのび公園
11：25～11：35 栄町 4丁目 富浜広場 13：55～14：10 新生町 5丁目 老人憩の家『希望の家』前
13：00～13：20 富岸町 2丁目 富岸青少年会館前 14：20～14：30 新生町 4丁目 なかよし公園
13：35～13：50 若山町 2丁目 あかしや遊園地 14：40～14：50 新生町１丁目 ことぶき公園
14：05～14：20 若山町 3丁目 汐平団地汐平広場
14：30～14：45 新生町 2丁目 わらべ公園

5月21日㈬　　 9：00～ 9：15 登別温泉町『登別温泉ふれあいセンター駐車場』　 9：30～ 9：45 中登別町『禅林寺駐車場』
　　　　　　　10：00～10：15 中登別町『サンクス中登別店駐車場』　　　　　　10：30～　　　札内町、カルルス町、上登別町

※注射会場での事故を防ぐため、犬を抑えられる方が連れてきてください。
※狂犬病予防注射は、市内の動物病院で随時受けることができます。
※なお、札内町、カルルス町、上登別町、鉱山町、来馬町にお住まいの方へは別途連絡します。

集合注射日程表（雨天決行） ※期間中、都合の良い日時・場所にお越しください。

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85２９５８）

11 狂犬病予防注射を行います



3
 25

　

4
月
6
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
横
で
『
平
成
26
年

登
別
海
鮮
直
市
』
（
登
別
ま
ち
づ
く
り
促
進
期
成

会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ナ
ン
バ
ン
エ
ビ
や
ホ
ッ
キ
貝
な
ど

登
別
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
は
じ
め
、

初
日
限
定
で
室
蘭
産
の
ホ
タ
テ
や
登
別
ブ
ラ
ン
ド

推
奨
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

市
内
で
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
焼
き
肉
が
来
場
者

に
振
る
舞
わ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
10
月
26
日
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
10
時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
登
別
海
鮮
直
市

地
元
の
海
の
幸
を
満
喫

▲新鮮な海産物を買い求める来場者

　

3
月
25
日
㈫
、
市
民
会
館
で
『
登
別
市
総
合
計
画
第
3
期
基
本
計
画
市
民
検

討
委
員
会
』
が
開
か
れ
、
小
笠
原
市
長
が
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
必
要
な
市
の
施
策
を
示
す

『
第
3
期
基
本
計
画
』
（
平
成
28
年
度
〜
平
成
37
年
度
）
を
、
市
民
に
も
主
体

的
に
考
え
て
も
ら
い
、
市
職
員
に
よ
る
庁
内
検
討
委
員
会
と
協
働
で
策
定
に
取

り
組
も
う
と
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
委
員
会
の
6
部
会
（
『
ぬ
く
も
り
』
、
『
防
災
・
環
境
』
、
『
産

業
躍
動
』
、
『
都
市
調
和
』
、
『
育
み
』
、
『
ま
ち
づ
く
り
』
）
も
開
か
れ
、

庁
内
検
討
委
員
会
に
も
設
置
し
て
い
る
各
部
会
と
協
力
し
て
、
幅
広
く
議
論
を

行
い
、
平
成
27
年
度
中
の
計
画
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

登
別
市
総
合
計
画
第

登
別
市
総
合
計
画
第
33
期
基
本
計
画
市
民
検
討
委
員
会

期
基
本
計
画
市
民
検
討
委
員
会

ま
ち
の
将
来
を
市
民
と

行
政
が
と
も
に
考
え
議
論

▲ 市職員の説明に耳を傾ける委員

▲小笠原市長から委嘱状を受け取る委員（右）

　

3
月
31
日
㈪
、
総
合
体
育
館
前
か
ら
道
央
自
動

車
道
登
別
室
蘭
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
口
ま
で

を
結
ぶ
新
し
い
道
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
道
は
、
富
岸
町
方
面
と
中
央
町
方
面
を

直
接
結
ぶ
と
と
も
に
、
車
道
を
片
側
１
車
線
か
ら

2
車
線
に
拡
幅
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
通
勤
時

間
帯
や
冬
季
に
目
立
っ
て
い
た
交
通
渋
滞
の
解
消

を
図
ろ
う
と
、
北
海
道
が
平
成
21
年
度
か
ら
整
備

を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

開
通
で
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
市
民
の
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

道
道
（
若
山
町
）
開
通

移
動
時
間
の
短
縮
や

利
便
性
向
上
が
実
現

▲開通直後の道道を走行する自動車

3
 31

4
 6
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4
月
15
日
㈫
、
登
別
郵
便
局
で
行
政
相
談
委
員

に
よ
る
『
一
日
行
政
相
談
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人
、
北
海
道
、

市
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け

付
け
、
中
立
の
立
場
か
ら
そ
の
解
決
の
促
進
、
行

政
の
制
度
・
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
、
偶
数
月

の
15
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
垣か

き

内う
ち

登と

紀き

子こ

さ
ん
（
☎
85
7
2
4

5
）
と
吉よ

し

田だ

伸し
ん

吾ご

さ
ん
（
☎
85
7
7
7
3
）
の
2

人
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
日
行
政
相
談

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

行
政
に
届
け
ま
す

▲行政相談委員の垣内さん（左）と吉田さん（右）

　

3
月
27
日
㈭
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
『
の
ぼ
り
べ
つ
浜
の
お
母
さ
ん
料
理
教
室
』

（
市
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
胆
振
太
平
洋
海
域
漁
業
振
興
協

議
会
と
の
共
催
で
、
登
別
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
調
理
を
通

し
て
地
域
の
水
産
資
源
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
人
の
参
加
者
は
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
登
別
支
部
の
6
人

の
講
師
と
共
に
『
マ
ツ
カ
ワ
の
マ
リ
ネ
』
、
『
ホ
ッ
キ
カ
レ
ー
』
、
『
エ
ビ
の

カ
ナ
ッ
ペ
』
の
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

「
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
普
段
は
あ
ま
り
料
理
に
時
間
を
掛
け
ら
れ

な
い
で
い
ま
す
」
と
い
う
参
加
者
も
、
ホ
ッ
キ
の
殻
む
き
や
マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ

の
5
枚
お
ろ
し
に
取
り
組
み
、
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、
「
家
で
も

刺
身
な
ど
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
㈪
・
8
日
㈫
、
日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
で
、
同
校
の
新
入
生
の
う
ち
学
生
寮
へ

の
入
寮
生
を
対
象
に
住
民
異
動
届
の
出
張
受
け
付

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
定
住
対
策
と
し
て
平
成
23
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
初
日
80
人
、

2
日
目
27
人
の
計
107
人
が
利
用
し
、
届
け
出
を
済

ま
せ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
学
生
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
登
別
で
の
生
活
へ
希
望
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

住
民
異
動
届
の
出
張
受
け
付
け

よ
う
こ
そ
登
別
へ

新
し
い
市
民
を
お
出
迎
え

4/
7･8

4
 15 ▲住民異動届を提出する新入生

の
ぼ
り
べ
つ
浜
の
お
母
さ
ん
料
理
教
室

の
ぼ
り
べ
つ
浜
の
お
母
さ
ん
料
理
教
室

3
 27

浜
の
お
母
さ
ん
の

手
ほ
ど
き
で
料
理
に
挑
戦

▲ホッキの殻むきの様子
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
16
回

●
大
雨
に
よ
り
起
こ
る
災
害
の
種
類

　

大
雨
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐

れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
場
合
に
、
気
象
台

は
大
雨
警
報
を
発
表
し
ま
す
。
大
雨
に
よ

る
災
害
は
、
低
い
土
地
に
水
が
集
ま
っ
て

起
こ
る
浸
水
害
と
、
崖
崩
れ
や
土
石
流
な

ど
の
土
砂
災
害
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

土
砂
災
害
は
、
土
中
に
た
ま
っ
た
水
分
が

多
い
ほ
ど
発
生
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。 雨

の
季
節
が
到
来
！　

浸
水
害
や
土
砂
災
害
に
注
意
！

雨
の
季
節
が
到
来
！　

浸
水
害
や
土
砂
災
害
に
注
意
！

●
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
つ
い
て

　

大
雨
警
報
が
発
表
中
で
、
さ
ら
に
土
砂

災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

過
去
の
降
雨
記
録
や
土
砂
災
害
の
発
生
状

況
、
土
中
の
水
分
量
か
ら
判
断
し
、
北
海

道
と
気
象
台
が
共
同
で
土
砂
災
害
警
戒
情

報
を
発
表
し
ま
す
。

●
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
た
ら
…

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
崖
の
近
く
な
ど
土
砂
災
害
の
発
生
し

や
す
い
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
市

が
発
表
す
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

登別人物デッサンサークル
　

『
登
別
人
物
デ
ッ
サ
ン
サ
ー
ク
ル
』

は
、
絵
画
の
基
礎
で
あ
る
デ
ッ
サ
ン

の
学
習
を
目
的
に
平
成
15
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
17
人
。

月
に
2
回
、
第
2
・
第
4
水
曜
日
に

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

「
人
物
の
デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は
登
別
で
は

珍
し
い
の
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、

代
表
の
田た

村む
ら

き
ん
子こ

さ
ん
。

　

「
忙
し
い
日
々
の
生
活
の
中
で
、

デ
ッ
サ
ン
を
し
て
い
る
と
き
は
自
分

の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
物
を
描
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
物
も

大
き
さ
な
ど
を
考
え
な
が
ら
描
け
る

よ
う
に
な
り
、
描
く
楽
し
み
や
幅
が

広
が
り
ま
す
よ
」
と
、
田
村
さ
ん
は

笑
顔
で
デ
ッ
サ
ン
の
魅
力
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
は
講
師
と
し
て
赤あ

か

谷た
に

良よ
し

文ぶ
み

さ
ん（
道
展
会
員
）が
お
り
、
き

め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

ま
す
。
結
成
当
時
は
趣
味
で
デ
ッ
サ

ン
を
し
て
い
た
方
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
初
め
て
デ
ッ
サ
ン

に
取
り
組
む
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

約
3
年
前
に
入
会
し
た
南み

な
み

孝た
か

子こ

さ

ん
は
、
「
木
炭
１
本
で
表
現
す
る
こ

と
は
と
て
も
奥
が
深
く
、
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
面
白
い
で
す
。
少
し
ず
つ
上

達
し
て
い
き
、
生
き
生
き
と
し
た
絵

を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
活
動
の

楽
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
で
は
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
発
表
す
る
作
品
展
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
田
村
さ
ん

（
☎
83
3
4
6
0
）
ま
で
。

▲真剣なまなざしでデッサンをする皆さん

木炭１本で表現する奥深
さと楽しさを実感しなが
ら描いています

地すべり地すべり

土石流土石流

崖崩れ崖崩れ
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▲ 市民検討委員会の委員長として議論をまと
める仲川さん（中央）

　

「
夢
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
例
え
ば
、
道
内
各
地
と
の
交

通
の
利
便
性
や
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
な
ど
、
登
別
の

特
性
を
生
か
す
こ
と
で
す
。
こ
の
登
別

を
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
観
光
客
や
定
住

を
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
も
、
た
く

さ
ん
の
若
者
が
生
活
す
る
活
力
や
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
の
が
私
の

夢
で
す
ね
」
と
話
す
仲
川
弘
誓
さ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体
で
積
極

的
な
活
動
を
展
開
す
る
一
方
、
仲
川
さ

ん
は
、
市
民
の
立
場
で
登
別
市
総
合
計

画
の
策
定
に
も
参
画
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
お
お
よ
そ
50
年
間
の
総
合
計
画
の

中
で
、
第
１
期
と
第
2
期
の
基
本
計
画

を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た

ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
折

り
返
し
に
当
た
る
第
3
期
基
本
計
画
は

重
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
登
別
も
他

の
地
方
都
市
と
同
じ
く
、
こ
れ
か
ら
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市
民

検
討
委
員
会
の
6
つ
の
部
会
で
は
、
多

く
の
市
民
活
動
団
体
の
思
い
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
ま

ち
の
将
来
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
、
仲
川
さ
ん
は
力
を
込
め
て
話
し
ま

す
。

　

仲
川
さ
ん
は
、
登
別
に
移
り
住
ん
だ

当
初
、
周
囲
に
知
り
合
い
も
い
な
い
環

境
の
中
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ

う
と
、
初
め
に
青
年
会
議
所
の
活
動
に

参
加
し
た
の
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
話
し
ま
す
。

　

「
青
年
会
議
所
で
は
、
た
く
さ
ん
の

若
者
が
真
剣
に
ま
ち
の
活
性
化
を
議
論

し
た
り
行
動
し
た
り
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
ね
。
そ
れ
か
ら
24
年
経
ち
ま
す
が
、

今
で
も
そ
の
と
き
の
思
い
を
忘
れ
ず
、

時
間
が
あ
る
限
り
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
振
り

返
る
仲
川
さ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
夢
や
熱
い
思
い
を
持

っ
て
、
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

登
別
の
特
性
を
生
か
し
た

基
本
計
画
を
目
指
し
て

責
任
を
持
っ
て
ま
ち
の

あ
り
方
を
考
え
た
い

仲
なか

川
がわ

弘
ひろ

誓
ちか

さん（中央町）
　おおよそ50年後のまちのあるべき姿に向け
た総合的なまちづくりの指針として、市民の
皆さんの参画を得て平成 8年度に策定した登
別市総合計画。総合計画には、基本構想とし
て市が目指すまちづくりの理念や視点、テー
マが掲げられ、市は10年ごとにこれを実現す
るための基本計画を策定しています。
　第 3期基本計画（平成28年度～平成37年度）
に向け、市職員による庁内検討委員会と協働
で策定に取り組もうと、 3月25日㈫に市民検
討委員会が設けられ、市民活動団体の推薦者
や公募の市民による委員41人の中から、委員
長に仲川弘誓さんが選ばれました。
　仲川さんに、第 3期基本計画策定への抱負
やまちづくりへの思いなどを聞きました。

たくさんの若者が生
活する魅力あふれる
登別にするのが夢

昭和34年、日高郡新ひだか町生まれ。55歳。
東日本学園大学（現：北海道医療大学）歯学部を卒業後、同
大学勤務を経て、平成 2年、市内に歯科医院を開業。仕事の
傍ら、これまで青年会議所やロータリークラブをはじめ、さ
まざまな市民活動団体の代表を務め、まちづくり活動に積極
的に関わってきた。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

く
ら
し
と

住
ま
い

山菜採りによる事故を防ぐために
例年、山菜採りに出掛けた方が行方不明になるな
どの事故が発生しています。慣れた山
だから大丈夫、と思っていませんか。
山菜採りには『隠れた危険』がありま
す。次のことを心掛けて、山菜採りを
楽しみましょう。

山菜採りの心構え５か条
１　家族などに行き先と帰宅時間を知らせる
２　単独での入山は避け、声を掛け合い、位
　　置を確認する
３　服装は赤や黄色など目立つ色にする
４　携帯電話や非常食、熊よけの鈴やラジオ
　　を携行する
５　迷ったときはむやみに歩き回らず、落ち
　　着いて行動する

家族の方へのお願い
　警察や消防への通報が遅れると捜索が難航
して救助ができないことがあります。
•必ず行き先と帰宅時間を確認し
　てください
•帰宅時間に帰らないときは、警
　察や消防へ通報してください

問い合わせ　室蘭警察署（☎46０１１０）

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160
円）』を貼って出してください。

　（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集６
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意してください。

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
（
１
人
１
点
）

※
転
売
目
的
の
方
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

林
野
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
を
新
た
に
設
置

し
た
と
き
は
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

時
5
月
25
日
㈰
10
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

※
当
日
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
、

１
週
間
以
内
に
搬
出
で
き
る
方
。

内
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ
ル
、

自
転
車
な
ど

費
500
円
〜
（
自
転
車
は
無
料
）

申
5
月
12
日
㈪
〜
23
日
㈮
に
、
ク
リ

　

4
月
21
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈯
は
、

『
林
野
火
災
予
防
強
調
期
間
』
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
雪
が
解
け
、
気
温

が
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
レ
ジ
ャ
ー

や
山
菜
を
採
る
た
め
に
山
に
入
る
機

会
が
多
く
な
る
た
め
、
林
野
火
災
が

発
生
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

林
野
火
災
の
大
部
分
は
、
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

貴
重
な
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
、
林
野
で
の
火
気
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
特
に
ご
み

焼
き
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

　

こ
の
検
査
（
浄
化
槽
法
第
7
条
検

査
）
は
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し

て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
、

法
律
で
使
用
開
始
後
3
〜
5
カ
月
で

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

排水設備工事指定店を解除しました
指定解除店名　㈱太陽　　　　　　　　
　　　　　　　　（白老町字石山）

問い合わせ　下水道グループ（☎85９０５２）

地　区 収集期間 申込期間

若草町１・ 2丁目 6月 2日㈪～
6月 7日㈯

5月19日㈪～
5月30日㈮

新生町 3・ 4丁目 6月 9日㈪～
6月14日㈯

5月26日㈪～
6月 6日㈮

鷲別町１～ 3丁目 6月16日㈪～
6月21日㈯

6月 2日㈪～
6月13日㈮

新生町１・ 2丁目 6月23日㈪～
6月28日㈯

6月 9日㈪～
6月20日㈮

大和町、栄町 6月30日㈪～
7月 5日㈯

6月16日㈪～
6月27日㈮
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幌別駅

総合体育館
市営陸上
競技場

青葉小学校
道央自動車道

コープ
さっぽろ

交通規制区間

交通規制時間 交通規制時間
9時35分～10時40分 9時15分～11時

い
ま
す
の
で
、
猫
は
飼
い
主
の
目
が

届
く
場
所
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
一
部
変
更

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
を

公
表
し
ま
す

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

猫
の
飼
い
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
に
平
成
26
年
度
の
実

施
事
業
な
ど
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
市

民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所
、
市
立
図

書
館
、
市
民
会
館
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
閲
覧
用

フ
ァ
イ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

　

こ
の
計
画
は
、
水
道
水
の
安
全
と

適
正
な
水
質
管
理
を
図
る
た
め
、
水

質
基
準
に
基
づ
く
水
質
検
査
の
項
目
、

頻
度
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　

同
計
画
は
水
道
Ｇ
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
水
道
Ｇ
（
☎
85
5
5
0
1
）

　

ア
ー
ニ
ス
2
階
の
地
域
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、
7
月
30
日
㈬
に
閉
館
し
、

8
月
１
日
㈮
か
ら
市
立
図
書
館
ア
ー

ニ
ス
分
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
な
ど
の
た
め

施
設
内
に
設
置
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン

は
、
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
5
1
0
9
）

　

動
物
の
交
通
事
故
で
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
大
半
が
猫
で
す
。

　

ま
た
、
い
た
ず
ら
や
ふ
ん
な
ど
の

問
題
で
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て

▲地域情報センター

５月11日日　登別こいのぼりマラソン交通規制にご協力ください５月11日日　登別こいのぼりマラソン交通規制にご協力ください

▼交通規制時間
　•市営陸上競技場～桜木団地交差点
　　　 9時15分～11時
　•桜木団地交差点～総合体育館手前
　　　 9時35分～10時40分
※ 各時間帯は、車両がコース内を通行したり横断
したりすることができません。警察官や交通整
理人の指示に従ってください。

問い合わせ
同実行委員会事務局

（社会教育Ｇ内・☎88１１２９）
※ 5月10日㈯・11日㈰の問い合わせ

（☎080－9691－3314）

5 月11日㈰
路線バスを区間運休・迂回運行します

路線 乗降不可・区間運休バス停（時間）

登別温泉
　⇔若山営業所前

登別温泉
　⇔ 室蘭港（若草小

学校前経由）

中央町１丁目、幌別小学校前
　：迂回運行のため乗降不可
　　（ 9時15分～11時）

緑町 2丁目～若山町１丁目間
　：迂回運行のため乗降不可
　　（ 9時35分～10時40分）

資料館前
　⇔東町ターミナル

資料館前
　⇔白鳥台中央

資料館前～幌別西口間
　：区間運休（ 9時15分～11時）

緑町 2丁目～若山町１丁目間
　：迂回運行のため乗降不可
　　（ 9時35分～10時40分）

市民プール前
　⇔東町ターミナル

市民プール前～幌別西口間
　：区間運休（ 9時～11時）

緑町 2丁目～若山町１丁目間
　：迂回運行のため乗降不可
　　（ 9時35分～10時40分）

※詳しくは各バス停の掲示をご覧ください。
問い合わせ　道南バス㈱（☎45２１３１）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

庁
・
金
融
庁
の
主
導
で
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

問
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道

本
部
（
☎
011

－

210

－

7
4
7
1
）

話
し
合
い
、
気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
か
ら
自
分
な
り
の

解
決
方
法
を
見
つ
け
る
集
い
で
す
。

内
時

•
ア
ル
コ
ー
ル
問
題　

毎
月
第
2
月

曜
日
14
時
〜
16
時

•
ひ
き
こ
も
り
問
題　

毎
月
第
4
水

曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

•
高
次
脳
機
能
障
が
い　

6
・
9
・

12
・
3
月
の
第
１
金
曜
日
13
時
30

分
〜
15
時
30
分

所
室
蘭
保
健
所

対
各
内
容
の
問
題
を
抱
え
る
家
族

（
高
次
脳
機
能
障
が
い
は
本
人
と

家
族
）

申
室
蘭
保
健
所
（
☎
㉔
9
8
4
6
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

便
利
帳
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
市
役
所
や
各
支
所
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
い
・
ゆ
の
か
・
「
け
い
あ

い
」
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）

指
定
薬
物
の
所
持
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

悩
み
を
抱
え
る
家
族
の
方
へ

　

『
家
族
の
集
い
』
に

 

お
越
し
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

『
く
ら
し　

あ
っ
た
か　

便
利
帳
』

　

薬
事
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
指
定

薬
物
（
中
枢
神
経
に
作
用
し
、
人
の

体
に
使
用
さ
れ
た
と
き
に
保
健
衛
生

上
の
危
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

薬
物
）
の
所
持
、
使
用
、
購
入
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
、
3
年
以
下
の
懲

役
や
300
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

指
定
薬
物
の
不
適
切
な
使
用
は
異

常
行
動
や
呼
吸
困
難
を
誘
発
し
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

問
室
蘭
保
健
所
（
☎
㉔
9
8
3
5
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方

が
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し

て
も
一
定
の
生
活
費
な
ど
が
残
る
こ

と
を
定
め
る
『
経
営
者
保
証
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
、
中
小
企
業

　

同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
族
が

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生

活
必
需
品
や
食
料
品
な
ど
を
電
話
注

文
で
配
達
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や

自
宅
に
訪
問
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
商
店
な
ど
を
ま
と
め

た
『
く
ら
し　

あ
っ
た
か　

便
利
帳
』

福　

祉

雇
用
・
労
働

男女共同参画社会に向けた男女共同参画社会に向けた
作品を募集します作品を募集します
　 6月23日㈪～29日㈰の『男女共同参画週間』にちなみ、
男女共同参画社会をイメージした作品を募集します。
　応募作品は同期間市民会館で展示します。

▼  対象　市内に居住または通勤・通学する小学 4年生以上
の方

▼応募期限　 5月26日㈪

▼作品テーマ
•標語　男女共同参画社会をイメージしたもの
• 習字　『女』『男』（小学 4年生）、『成長』（小学 5
年生）、『思いやり』『温かい心』（小学 6 年生）、
『男女平等』『男女共同』『参画社会』『共同参画』
（中学生以上）のいずれか

• ポスター　男女が個人の能力によって均等に社会に参画
している様子を描写したもの

※用紙の大きさは自由（応募は 1人 1点）。

▼  応募方法　作品に郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
性別、年齢、電話番号、勤務先または学校名（学年）、
ポスターには題名を添えて市民サービスグループへ持参
または郵送（〒059‒8701中央町 6丁目11）してください

※小・中学生は各学校に提出してください。

▼問い合わせ　市民サービスグループ（☎85２１３９）

道営住宅の管理者が変わりました
　道営住宅管理者が市から民間の管理者に変わり、入居申し
込みや手続き、団地の修繕などに関する問い合わせ先が変わ
りました。

▼指定管理者・対応窓口
　日動・日本管財　北海道営住宅胆振管理センター
 （室蘭市中島町 2丁目27－11、☎83７２４０）

▼問い合わせ　胆振総合振興局建設指導課（☎㉔９９０３）
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納
期
限
は
6
月
2
日
㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

対
室
蘭
市
と
そ
の
近
郊
に
勤
務
す
る

方
内
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
文
書
作
成
・
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
成
基
礎

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
教
材
費
実
費
（
約
2
千
円
）

申
5
月
１
日
㈭
〜
9
日
㈮
に
同
学
院

 

（
☎
44
7
8
2
0
）

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

時
5
月
上
旬
〜
10
月
末

所
札
内
町
204

－

１

内
58
区
画
（
１
区
画
49
平
方
㍍
）

費
6
千
円
（
１
区
画
）

申
中
村
さ
ん
（
☎
85
4
5
8
9
）

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

登
別
と
き
め
き
大
学

受
講
生
募
集

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

『
Ｏ
Ａ
事
務
科
』
受
講
生
募
集

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

納
税
者
が
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
、

適
正
さ
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

時
6
月
2
日
㈪
ま
で

所
税
務
Ｇ

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

が
縦
覧
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
縦
覧
に
は
本
人
確
認
書
類
（
身
分

証
明
書
や
運
転
免
許
証
、
納
税
通

知
書
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

　

登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
齢
や

性
別
に
関
係
な
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
市
民
大
学
で
す
。

　

5
月
27
日
㈫
か
ら
始
ま
る
講
座
は
、

シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
、
消
費
税
対
策
、

生
活
習
慣
病
、
郷
土
史
な
ど
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
ま
す
。

費
１
千
円
（
年
額
）

申
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

　

野
菜
づ
く
り
な
ど
の
農
業
体
験
に

　

在
職
中
の
方
に
文
書
作
成
ソ
フ
ト

な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
技

能
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、
日
常
業

務
の
効
率
化
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
の
講
座
で
す
。

時
5
月
26
日
㈪
〜
6
月
13
日
㈮
18
時

〜
20
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

所
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

１
期
）
、
軽
自
動
車
税
（
全
期
）
の

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
6
月
2
日

㈪
で
す
。
納
税
通
知
書
は
、
5
月
7

日
㈬
に
発
送
し
ま
す
。

※
納
税
相
談
な
ど
は
胆
振
総
合
振
興

局
納
税
課
（
☎
㉔
9
5
8
5
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

 

（
☎
011

－

746

－
1
1
9
1
）

計
画
・
税

財
政

募　

集

デンマーク友好都市中学生派遣交流事業デンマーク友好都市中学生派遣交流事業
派遣生徒と市民サポーターを募集します派遣生徒と市民サポーターを募集します
　この事業は、日本とは異なる生活や文化の体験を通し
て生徒の人間性を豊かにし、友好都市との交流を深める
ことを目的として実施します。

▼派遣期間　 8月11日㈪～18日㈪

▼派遣都市　デンマーク王国ファボー・ミッドフュン市

▼  派遣人数　中学生 9人、引率者 2人、市民サポーター
１人
　※生徒の応募が 2人以下の場合は、中止します。
◎派遣生徒
•参加経費　13万5,740円
• 申込書　各中学校で生徒全員に配布しているほか、市
ホームページにも掲載しています
◎市民サポーター
• 参加経費　約28万円
• 対象　20歳以上の方（派遣生徒、引率者の関係者を除
く）で、事前・事後の研修や市主催の報告会に参加で
きる方

• 申込書　市役所総合案内と企画調整グループに備え付
けているほか、市ホームページにも掲載しています
（書類は返却しません）

▼  申込方法　申込書に必要事項を記入し、 5月13日㈫ま
でに企画調整グループへ持参または郵送（〒059‒8701
中央町 6丁目11、消印有効）してください

▼問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）

19 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

登別市嘱託員を募集します

平成26年度採用　登別市職員（管理栄養士）を募集します
職種 試験区分 受験資格

管理栄養士 短大卒業
程度

昭和54年 4 月 2 日以降に生まれた方で、栄養士法による管理栄養士免許を
有している方

◆任用期間　 6月１日～平成27年 3 月31日

◆試験月日・場所　 5月17日㈯・市役所

◆試験方法　面接試験

◆ 申込方法　人事・行政管理グループと各
支所に備え付け、または市のホームペー
ジに掲載の申込書に必要事項を記入の上、
5月13日㈫までに人事・行政管理グルー
プに持参してください

◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
 （☎85１１３２）

※ 最終合格者は、10月１
日付け採用となる予定
です。
※ 詳しくは試験実施要綱
をご確認ください。
※ 市は、『障害者の雇用
の促進等に関する法律』
の趣旨を踏まえ、障が
い者の雇用の促進に努
めています。受験でき
る方は、活字印刷文に
よる出題に対応できる
方で、介助者なしで職
務の遂行が可能な方と
します。

◎試験日時・場所・内容
• 第１次試験　 6月22日㈰ 9時30分・市役所（教養、作文、適性検査
など）
• 第 2 次試験　 8月上旬予定（面接、健康診断書審査など）
　※日時と場所は、合格者に別途通知します。
◎申込方法
　人事・行政管理グループと各支所に備え付け、または市ホーム
ページ掲載の受験申込書に必要事項を記入し、 5月12日㈪～30日㈮
に人事・行政管理グループへ持参または郵送（消印有効、〒059‒
8701中央町 6丁目11）してください
◎受験申込書の受け付け
•持参の場合　 9時～17時30分（平日のみ）
• 郵送の場合　392円分の切手を貼った返信用封筒（長形 3 号）を必
ず同封してください
◎資料請求
　試験実施要綱を郵送で請求する場合は、140円分の切手を貼った
返信用封筒（角形 2号）を必ず同封してください

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

募集職種と勤務条件など
募集職種 徴収員（税務グループ）
募集人数 2 人
勤務地 市役所

主な業務内容 市税の徴収業務

勤務条件

【 1日の勤務時間】
次の勤務割を基本に、週29時間勤務となります
① 9時～16時　②11時～17時　
③10時45分～17時30分
【休日】土・日曜日、祝日など
【給与月額】129,100円

応募要件
（性別不問）

【資格など】
パソコンの操作が可能で、普通運転免許を有し
2年以上運転経験のある方
【年齢】
昭和25年 4 月 2 日～昭和59年 4 月 1 日生まれの
方

20 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 6 月21日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

　拓
たく

さん
定員： 6人（申し込み順）

6月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

5 月24日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

5月23日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

特設人権・困りご
と相談所

6 月 1 日㈰
9時30分～12時30分 イオン登別店

障がいのある方の
就労相談窓口

5 月22日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

5月15日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

5 月16日㈮・30日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

21 困った！ときにはまず相談



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

所
真
宗
寺
駐
車
場

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

鷲
別
岬
に
登
り
、
海
を
見
に
行
き

ま
す

定
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 
昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、
運
動
靴

（
長
靴
）
、
着
替
え

申 

5
月
6
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

0
8
6
5
）

）・）、

時
5
月
31
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

定
費
親
子
・
15
組
（
申
し
込
み
順

　

100
円

内 

山
菜
を
探
し
な
が
ら
、
亀
田
記
念

公
園
内
の
散
歩
を
楽
し
み
ま
す

持 

飲
み
物
、
帽
子
、
運
動
靴
（
長
靴

　

着
替
え

申 

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

時 

5
月
21
日
㈬
10
時
30
分
〜
12
時

（
9
時
25
分
〜
10
時
10
分
受
け
付

け
）

所
し
ん
た
21

内 

『
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
お
母
さ
ん

を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
』

な
ど

定
40
人
（
申
し
込
み
順
）

申 
5
月
15
日
㈭
ま
で
に
登
別
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎

85
0
0
3
3
）

時
5
月
7
日
㈬
10
時
〜
13
時

時 

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
10
時
〜
15

時
（
祝
日
、
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

所
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

※
5
月
10
日
㈯
は
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱

山
で
開
催
し
ま
す
。

内
外
遊
び
な
ど

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援

組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
5
月
31
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対
子
育
て
中
の
方

内 

亀
田
記
念
公
園
一
の
高
台
を
目
指

し
て
歩
き
ま
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
200
円

持
コ
ッ
プ

申 

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
6
月
4
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
し
ん
た
21

対 

１
歳
〜
１
歳
6
カ
月
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内 

歯
の
お
話
、
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布

（
希
望
者
）

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持 

子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健
康

手
帳

申 

5
月
23
日
㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

時
5
月
16
日
㈮
10
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者

内 

外
遊
び
の
楽
し
み
方
や
リ
ス
ク
管

理
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
じ
て
学

び
ま
す

定
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申 

5
月
15
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ

パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
支
援
講
演
会

〜
子
ど
も
の
心
と　
　
　
　
　

　
　
　

向
き
合
う
た
め
に
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

問室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話
5 月 3 日㈯
9時～11時

くどう歯科クリニック （☎86００４８）
登別市富岸町 2丁目11－ 3

5 月 4 日㈰
9時～11時

藤原眼科・歯科 （☎０１４２㉓５８０５）
伊達市梅本町 5－ 1

5 月 5 日㈪
9時～11時

水野歯科医院 （☎44４５００）
室蘭市東町 2丁目19－14

5 月 6 日㈫
9時～11時

森歯科クリニック （☎55０１１８）
室蘭市港北町 2丁目 5－18

5 月11日㈰
9時～11時

八丁平歯科医院 （☎46１１８２）
室蘭市八丁平 2丁目27－16

5 月18日㈰
9時～11時

サイトウ歯科医院 （☎43６６８６）
室蘭市日の出町 2丁目16－11

5 月25日㈰
9時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス （☎45８４８４）
室蘭市高砂町 3丁目 9－20

5 月の歯科救急医療

22 すくすく子育て　いきいき健康



健
　
　
康

い
き
い
き

児
童
ク
ラ
ブ

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

所
し
ん
た
21

対 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
る
方

内 

食
に
関
す
る
講
話
・
調
理
実
習
、

軽
運
動
の
体
験
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
知
識
な
ど

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
2
千
円

申 

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
を

学
び
、
家
族
や
地
域
の
方
に
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。

時 

6
月
17
日
〜
7
月
15
日
の
毎
週
火

曜
日
（
5
日
間
）
10
時
〜
15
時

時
5
月
23
日
㈮
10
時
〜
15
時

所
鈴
木
旅
館
（
カ
ル
ル
ス
町
）

対
60
歳
以
上
の
方

内 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
転
倒
予
防
運
動
、

食
事
、
入
浴

定
30
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
千
500
円

申 

5
月
12
日
㈪
〜
20
日
㈫
に
同
病
院

 

（
☎
84
2
1
6
5
）

　

地
域
の
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会
場
に
伺

い
ま
す
。

時
所

• 

5
月
7
日
㈬
10
時
〜
12
時
・
鷲
別

公
民
館

• 

5
月
14
日
㈬
10
時
〜
12
時
・
若
草

時
5
月
14
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

所
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内 

糖
尿
病
・
食
事
療
法
に
つ
い
て
の

講
話

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
同
病
院
（
☎
80
3
2
3
5
）

）、

時
所

•
6
月
3
日
㈫　

幌
別
東
保
育
所

•
6
月
4
日
㈬　

登
別
保
育
所

• 

6
月
5
日
㈭　

鷲
別
・
栄
町
・
富

士
各
保
育
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11

時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持 

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も

　

着
替
え

※
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

登
別
市
食
生
活
改
善

推
進
員
養
成
講
座

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ

〜
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
〜

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

健
康
教
室

保
育
所
を
開
放
し
ま
す

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

脳ドックを受診しませんか

実施
機関

①Ｊ
ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院
（旧登別厚生年金病院） ②日鋼記念病院　 ③大川原脳神経

外科病院　

対象

• 4月１日から継続して国民健康保険に加入している20歳以上の方
•後期高齢者医療制度に加入している方
※ 保険税（料）を滞納している方や前年度脳ドックを受けた方、脳
外科で治療・経過観察中の方、頭痛・めまいなどの症状がある方、
体内にペースメーカーなどの金属が入っている方は除きます。

検査
項目

頭部MRI、頭部・頸部MRA、心電図検査、
特定健診・健康診査

頭部MRI、頭部・頸部
MRA、心電図検査、
血液・尿検査

料金 7,000円

申込
期間

5 月 9 日㈮～平成27年 2 月27日㈮
※定員になり次第締め切ります。

5 月 9 日㈮～29日㈭
※ 受診月は後日通知し
ます。定員を超えた
場合は抽選。

備考

同じ年度内に『脳ドック』と短期人間ドック、千円ドック、特定健
診・健康診査との重複受診はできません。
※ 大川原脳神経外科病院で脳ドックを受けた場合は、他の医療機関
で特定健診・健康診査を受診することは可能です。

申し込み
国民健康保険グループ（☎85１７７１）　
年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

選 

択
項
目　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ

ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳

以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い
方
）

費
１
千
円
（
選
択
項
目
は
無
料
）

※
保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

持
特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
受
診
券

※
同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
・
健
康

診
査
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申 

5
月
20
日
㈫
〜
6
月
20
日
㈮
に
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1
）

ま
た
は
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
（
☎

85
2
1
3
7
）

時
所

•
7
月
12
日
㈯　

市
民
会
館

•
7
月
13
日
㈰　

鷲
別
公
民
館

対 

40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方

内必 

須
項
目　

身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

　

特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
健
診
で
す
。

時
4
・
5
月

対 

40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

※
通
院
中
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

千
円
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

特
定
健
診
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

申 

6
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
①
希
望
す
る

検
診
名
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

生
年
月
日
、
③
住
所
・
電
話
番
号
、

④
希
望
す
る
日
程
、
⑤
健
康
保
険
の

種
類
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
健
康
推
進
Ｇ

（
〒
059

－

0
0
1
6
片
倉
町
6
丁
目

9

－

１
、
思
85
0
1
1
1
、
Ｅ
メ
ー

ル
：shinta21@

city.nobori
betsu.lg.jp

）
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
申
し
込
み
は
１
人
１
枚
で
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
、

結
果
は
検
診
の
10
日
前
ま
で
に
通
知

し
ま
す
。

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

会場 乳がん検診 子宮頸がん検診

日時
8 月 1 日㈮
午前の部　 8時30分～
午後の部　12時30分～

7月26日㈯
午前の部　 9時～
午後の部　13時～

場所 しんた21

対象 偶数月生まれの40歳以上
の女性

偶数月生まれの20歳以上
の女性

内容 視触診・マンモグラフィ
ー検査 子宮頸部細胞診

定員 午前50人、午後40人 午前100人、午後100人

料金 2,200円
（50歳以上は1,900円） 1,700円

※ 国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活
保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料です。

乳がん検診・子宮頸がん検診のお知らせ乳がん検診・子宮頸がん検診のお知らせ

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所

4カ月児健康診査
（平成26年 1 月16日～　 　
 平成26年 2 月15日生まれ）

6月19日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相談、
育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年 8 月生まれ）

6月13日㈮
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育児
相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年11月生まれ）

6月25日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児
相談、フッ素塗布（希望者
800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯ブラシ
3 歳児健康診査

（平成23年 5 月生まれ）
6月 5日㈭

時間は個別通知
診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

6月27日㈮
9時20分～
10時15分　

発育、発達、育児、栄養な
どの相談 母子健康手帳
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５
月
号

時
5
月
22
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分

内
や
さ
し
い
曲
か
ら
練
習
を
し
ま
す

定
5
人
（
申
し
込
み
順
）

持
筆
記
用
具

申
5
月
19
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
5
月
24
日
㈯
14
時
〜
16
時　

内
江
差
追
分
の
う
た
い
方
を
学
び
ま

す
定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
筆
記
用
具

時
5
月
24
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上

内
対
局
指
導
を
行
い
ま
す

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
5
月
21
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
5
月
20
日
㈫
10
時
〜
11
時
30
分

内
登
別
の
歴
史
を
学
び
ま
す

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

申
5
月
16
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

囲
碁
教
室

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

大
正
琴
無
料
体
験
教
室

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

江
差
追
分
道
場

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

登
別
歴
史
散
歩　

第
１
回

 

（
全
5
回
開
催
予
定
）

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

時
• 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
5
月
10
日

㈯
10
時
〜
16
時

　

• 

作
品
展
：
5
月
10
日
㈯
〜
18
日

㈰

対
小
学
生
〜
高
校
生

内
札
幌
在
住
の
画
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
富
士
翔
太
朗
さ
ん
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
金
の
立
体
モ

ビ
ー
ル
の
作
成
）
と
そ
の
作
品
の

展
示

定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
30
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
小
学
生
優
先
で
抽

選
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

時
5
月
31
日
㈯
15
時

内
職
員
に
よ
る
館
内
案
内
や
利
用
者

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
上
手
な

検
索
方
法
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま

す
問
市
立
図
書
館

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
5
月

30
日
）
。

時
5
月
21
日
㈬
、
6
月
4
日
㈬
10
時

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

時
5
月
5
日
㈪
10
時
〜
18
時

内
『
こ
ど
も
ア
ニ
メ
祭
り
』
、
『
手

作
り
遊
び
』
な
ど
の
催
し
を
実
施

予
定

問
市
立
図
書
館

時
5
月
24
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

時
6
月
7
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

休
館
情
報

こ
ど
も
の
日　

臨
時
開
館

富ふ

士じ

翔し
ょ
う

太た

朗ろ
う

さ
ん
の

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
作
品
展

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
じ
さ
ん
ズ
〜

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

申
5
月
21
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

問
市
立
図
書
館
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

用
し
、
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す

定
14
人
（
申
し
込
み
順
）

費
持
200
円
・
布
切
れ
、
昼
食

申
5
月
21
日
㈬
〜
6
月
11
日
㈬
に
郷

土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

問
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

内
陶
芸
教
室
の
受
講
者
に
よ
る
展
示

会
問
登
別
美
術
協
会
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
090

－

8
2
7
8

－

7
5
4
9
）

時
5
月
25
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
持
10
人
（
申
し
込
み
順
）
・
筆
記

用
具

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
5
月
22
日
㈭
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
5
月
31
日
㈯
〜
6
月
8
日
㈰

内
会
員
に
よ
る
作
品
40
点
を
展
示
し

ま
す

問
多
田
さ
ん
（
☎
85
3
0
6
1
）

時
5
月
27
日
㈫
〜
29
日
㈭

内
豆
盆
栽
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
作

品
展
（
松
柏
、
雑
木
、
実
物
な
ど
、

20
点
を
展
示
）

問
黒
澤
さ
ん
（
☎
85
1
4
7
4
）

時
5
月
23
日
㈮
19
時
〜
20
時
30
分

内
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
画
面
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
）

定
費
10
人
（
申
し
込
み
順
）
・
500
円

持
パ
ソ
コ
ン

申
5
月
20
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
5
月
20
日
㈫
〜
26
日
㈪

ヨ
ン
ハ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
写
真
展

豆
盆
栽
・
小
品
盆
栽
展
示
会

『
陶
芸
教
室
』
展
示
会

時
5
月
17
日
㈯
8
時
〜
16
時
（
炉
か

ら
鉄
を
取
り
出
す
作
業
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
は
14
時
〜
15
時
こ
ろ
）

対
た
た
ら
製
鉄
操
業
へ
の
参
加
は
小

学
3
年
生
以
上

内
日
本
古
来
の
製
鉄
法
の
体
験

問
石
崎
さ
ん
（
☎
85
1
1
7
9
）

小
た
た
ら
吹
き
製
鉄
を
体
験
し
よ
う

登
別
市
登
別
温
泉
町
123
番
地
１

☎
84
2
0
6
9

カ
ン
ト
・
レ
ラ

時
5
月
17
日
㈯
10
時
〜
12
時

内
縄
文
時
代
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
シ

カ
の
角
と
ま
が
玉
の
か
け
ら
を

使
っ
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

定
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
400
円

申
5
月
16
日
㈮
ま
で
に
カ
ン
ト
・
レ

ラ
（
☎
84
2
0
6
9
）

縄
文
文
化
体
験

〜
シ
カ
の
角
で　
　
　
　
　
　

　
　

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
〜

時
展
示
期
間
：
5
月
16
日
㈮
〜
6
月

15
日
㈰

　

出
品
受
け
付
け
：
5
月
9
日
㈮
〜

展
示
期
間
中

▼
出
品
条
件　

①
展
示
で
き
る
状
態

で
持
参
、
②
サ
イ
ズ
は
自
由
、
③

人
物
が
入
っ
て
い
る
場
合
、
必
ず

被
写
体
の
方
の
承
諾
を
得
る
こ
と
、

④
過
去
3
年
以
内
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
、
⑤
氏
名
・
タ
イ
ト
ル
の
有

無
は
自
由
、
⑥
１
人
5
作
品
ま
で

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

時
6
月
21
日
㈯
9
時
30
分
〜
15
時

対
18
歳
以
上
の
方

内
古
い
浴
衣
や
布
団
生
地
な
ど
を
利

時
6
月
14
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上

内
お
い
し
い
手
打
ち
そ
ば
を
作
り
ま

す
定
費
12
人
・
１
千
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
お
し
ぼ
り
2
枚
、
そ

ば
を
入
れ
る
容
器
、
頭
巾
、
上
履

き
申
5
月
14
日
㈬
〜
6
月
4
日
㈬
に
郷

土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

時
5
月
24
日
㈯
10
時
〜
13
時

内
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
・
チ
ャ
ン
バ
ラ
・
昔
の
遊

び
体
験
や
和
太
鼓
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
く

ず
湯
や
姉
妹
都
市
白
石
市
の
う
ー

め
ん
の
試
食
な
ど

※
当
日
は
、
郷
土
資
料
館
と
文
化
伝

承
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

問
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

布
ぞ
う
り
作
り

そ
ば
う
ち
体
験

第
14
回
『
わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験
』

作
品
募
集

〜
さ
く
ら
写
真
展
2
0
1
4
〜 

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室　

第
１
回

 

（
全
6
回
開
催
予
定
）

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

子
ど
も
将
棋
教
室
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保
護
者

内
春
探
し
を
楽
し
み
な
が
ら
春
の
森

の
中
で
遊
び
ま
す

費
持
１
人
200
円
・
野
外
で
活
動
で
き

る
服
装
、
飲
み
物
、
昼
食

申
5
月
15
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す

定
費
15
人
・
１
千
円
（
昼
食
付
き
）

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
申
5
月
6
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
6
月
１
日
㈰
10
時
〜
17
時

対
小
学
4
年
生
以
上

内
鉱
山
の
自
然
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド

の
養
成
講
座

定
費
5
人
・
１
千
円

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申
5
月
31
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
11
日
㈰
10
時
〜
17
時

対
小
学
4
年
生
以
上

内
鉱
山
の
自
然
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド

の
養
成
講
座

費
2
千
円

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食
、
図
鑑

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
5
月
10
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

コ
ー
ザ
ン
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

 

養
成
講
座
②

森
の
サ
ロ
ン

 

〜
山
菜
×か

け
るお
散
歩
〜　

コ
ー
ザ
ン
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

 

養
成
講
座
①

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

時
5
月
10
日
㈯
12
時
30
分
〜
15
時

対
5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

者
内
大
人
は
鉱
山
で
見
ら
れ
る
野
鳥
を

観
察
、
子
ど
も
は
春
の
生
き
物
探

し
を
楽
し
み
ま
す

費
１
人
200
円

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
申
5
月
6
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
9
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対
子
育
て
中
の
方

内
松
花
堂
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
春
の

時
5
月
18
日
㈰
10
時
〜
14
時

対
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
童
と
そ
の

時
5
月
17
日
㈯
10
時
〜
12
時

内
登
山
の
持
ち
物
・
服
装
な
ど
基
本

的
な
事
を
学
び
ま
す

定
費
10
人
・
200
円

持
筆
記
用
具
、
メ
モ
帳

申
5
月
16
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
11
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生

内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
友
達
作

り
を
し
た
あ
と
、
山
の
学
校
秘
密

基
地
を
作
り
ま
す

費
200
円

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申
5
月
8
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
18
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
4
年
生
以
上

内
春
の
植
物
の
開
花
調
査

費
持
100
円
・
野
外
で
活
動
で
き
る
服

装
、
飲
み
物

申
5
月
17
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
17
日
㈯
6
時
〜
8
時

対
小
学
生
以
上

内
市
民
参
加
型
の
調
査
活
動
。
春
の

野
鳥
調
査
を
行
い
ま
す

費
持
100
円
・
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る

方
）

申
5
月
16
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
23
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対
3
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
内
旬
の
味
を
探
し
な
が
ら
、
お
散
歩

を
楽
し
み
ま
す

費
１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申
5
月
20
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
ン
子
く
ら
ぶ

ｍ
マ

マ

ａ
ｍ
ａ
の
た
め
の
サ
ロ
ン

森
の
よ
う
ち
え
ん

登
山
机
上
講
習
会

山
の
学
校　

秘
密
基
地
作
り

Ｆ
Ｋ
Ｒ
1̀4
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン

Ｆ
Ｋ
Ｒ
1̀4
バ
ー
ド
ソ
ン

2014登別桜ざか一期一宴2014登別桜ざか一期一宴
ノルディックウオーキング＆

アンド

ウオーキング
問い合わせ

鬼なびステーション登別
☎83４４４１

✿日時： 5月11日㈰　 9時受付　 9時30分出発（小雨決行）
✿場所：ＪＲ登別駅横　登別海鮮直市駐車場
✿コース：中登別桜坂駐車場往復 6㌔㍍ （大人で約１時間）／カントレラ往復12㌔㍍（約 2時間）
✿参加料：大人200円、中学生以下無料
※参加者には完走賞とさぎり湯入浴券を差し上げます。
※当日受付可。※任意保険などはありません。

参加者には鬼なびステーションにて
登別産海老汁、桜茶をサービス
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

◎ 

平
成
26
年
度
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
入
学
式

　

4
月
5
日
㈯
、
第
33
回
入
学
式

が
行
わ
れ
、
新
入
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
学
科
で
専
門
士
の
道
を
目
指
し

学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
学
生
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
と
と
も
に
、
副
理
事
長
・
学
校

長
の
あ
い
さ
つ
、
小
笠
原
市
長
、

上
田
登
別
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

の
祝
辞
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
石い

し

川か
わ

達た
つ

也や

さ

ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
無
事
、

式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

の
2
年
間
あ

る
い
は
3
年

間
、
明
る
く

元
気
な
学
生

生
活
を
送
り

ま
す
。

5
月
の
体
験
入
学

• 

17
日
㈯
・
24
日
㈯
・
31
日
㈯　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

登別窯の会　会員募集 初心者手話講習会　参加者募集
　一緒に陶芸を楽しみませんか。
●場所　老人趣味の作業所
●対象　60歳以上の方
●定員　男女若干名
●会費　月額2,000円
●問い合わせ　須藤さん（☎86３４４４）

　ろうあ者の講師がユーモアに手話指導します。
●場所　市民活動センター
●日時　月 2回（第 2・ 4水曜日）10時～12時
●費用　テキスト代（実費）　
●問い合わせ　登別聴覚障がい者懇談会・山田さん
　（思88１２６６・☎080－2875－1178）

会員・参加者　募集

▼日時　 5月24日㈯　開場18時、開演18時30分

▼  内容　ジャズをはじめとする各ジャンルに幅広
いレパートリーを持つ、シンガーの神

かみ

山
やま

慶
けい

子
こ

さ
んらが贈るコンサート

▼場所　市民会館大ホール

▼入場料　2,000円

▼問い合わせ　石本さん（☎090－9512－3497）

愛のうたの夕べ
～国際ソロプチミスト登別～

▼  原稿の提出締め切り　発行月の前月 5日（例
： 7月号掲載希望の場合は 6月 5日締め切り）

▼  掲載回数　１事項につき、年度内掲載は原則
１回

▼掲載できないもの
　• 政治活動、宗教活動、営利目的（将来的に
営利につながる可能性があるものを含む）
とするもの

　• 公序良俗に反するもの
　• 掲載が編集上不適当な内容や目的と認めら
れるもの

▼掲載優先順位（市主催事業を除く）
　① 市の指定管理者が管理施設で行う自主事業
　② 市以外の公共的団体が主催する事業
　③ 市内で活動する市民活動団体が主催する催
しや会員募集（市民が気軽に参加できるも
のや参加費が低額であるものを優先）

※市内で開催する事業を優先します。
※紙面の都合で掲載できない場合があります。

▼問い合わせ　企画調整Ｇ（☎85６５８６）

い
靴
、
飲
み
物
、
昼
食

申
5
月
28
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
31
日
㈯
9
時
〜
15
時

対
18
歳
以
上
の
方

内
春
の
来
馬
岳
を
登
山
し
ま
す

定
12
人
（
申
し
込
み
順
）

費
持
600
円
・
野
外
で
活
動
で
き
る
服

装
、
防
寒
具
、
帽
子
、
歩
き
や
す

時
5
月
25
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
生

内
春
を
迎
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す

費
持
200
円
・
野
外
で
活
動
で
き
る
服

装
、
飲
み
物
、
昼
食

申
5
月
22
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
5
月
24
日
㈯
10
時
〜
13
時

内
植
樹
や
森
の
手
入
れ
を
行
い
ま
す

定
費
30
人
・
200
円
（
小
学
生
以
下
100

円
）

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申
5
月
23
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

春
の
登
山
会

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

里
山
づ
く
り
の
日

時
5
月
21
日
㈬
・
28
日
㈬
10
時
〜
12

時
対
3
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
内
外
で
体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す

費
１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

申
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

森
の
ち
ょ
こ
っ
と
子
育
て
ひ
ろ
ば

広報のぼりべつに
掲載を希望する皆さんへ
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ル
申
5
月
7
日
㈬
〜
16
日
㈮
の
9
時
〜

17
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎

88
1
1
1
6
）

順
）

内
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
友
達
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か

費
注
文
に
よ
り
異
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
5
月
14
日
㈬
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

室
内
家
庭
の
花
壇
に
使
え
る
土
づ
く
り

講
習
会

定
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申
都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

 

（
☎
85
4
1
1
5
）

そ
の
他

時
5
月
18
日
㈰
8
時
30
分
（
受
付
8

時
〜
）

所
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
3
合
目
登
山
口
集

合
内
春
の
郷
土
の
山
に
登
り
ま
す

※
小
雨
決
行
。

費
500
円
（
保
険
代
、
記
念
品
代
）

持
登
山
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、
軍

手
、
飲
み
物

問
藤
木
さ
ん
（
☎
85
5
8
9
7
）

時
5
月
25
日
㈰
8
時
〜
15
時

所
東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅
1

0
1
6
）

内
戦
車
な
ど
に
よ
る
日
本
最
大
級
の

パ
レ
ー
ド
、
装
備
品
展
示
、
戦
車

試
乗
や
地
域
物
産
展
な
ど

問
陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団

 

（
☎
0
1
2
3
㉓
5
1
3
1
）

第
40
回
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
山
開
き

 

＆ア
ン
ド

市
民
登
山
会

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
創
隊
59
周
年

東
千
歳
駐
屯
地
創
立
60
周
年

 

記
念
行
事

時
5
月
25
日
㈰
10
時
〜
12
時
30
分

所
と
も
か
な

内
遊
び
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
登
別
子
ど
も
劇
場

 

（
☎
86
7
7
7
5
）

時
5
月
13
日
㈫
10
時
〜
13
時

所
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
１
階

内
血
圧
測
定
、
看
護
師
や
栄
養
士
に

よ
る
排
便
に
関
す
る
疑
問
や
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
へ
の
健
康
相
談

を
お
受
け
し
ま
す

問
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

 

（
☎
84
2
1
6
5
）

時
6
月
2
日
〜
19
日
の
毎
週
月
・
木

曜
日
18
時
30
分
〜
20
時

所
市
民
会
館

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
18

歳
以
上
の
方

内
日
常
的
な
会
話
を
学
び
ま
す

定
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
持
2
千
円
・
筆
記
用
具

申
5
月
7
日
㈬
〜
15
日
㈭
9
時
〜
17

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88

1
1
1
6
）

時
所
①
5
月
13
日
㈫
10
時
30
分
〜
15

時
・
ア
ー
ニ
ス
１
階
ホ
ー
ル

　

②
5
月
15
日
㈭
10
時
〜
13
時
30
分
・

三
愛
病
院
玄
関
前
１
階
ホ
ー
ル

内
健
康
相
談
、
栄
養
相
談
、
医
療
福

祉
相
談
、
血
圧
測
定
な
ど

問
三
愛
病
院
（
☎
83
１
１
１
１
）

時
5
月
24
日
㈯
10
時
〜
12
時

所
登
別
温
泉

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
方

内
登
別
温
泉
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

自
然
の
中
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
日

帰
り
入
浴
を
楽
し
み
ま
す

定
費
30
人
（
申
し
込
み
順
）
・
500
円

（
日
帰
り
入
浴
券
、
保
険
料
を
含

む
）

持
運
動
の
で
き
る
靴
、
服
装
、
タ
オ

時
5
月
21
日
㈬
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
所
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
2
階
休
憩

春
だ
！
ま
つ
り
だ
！
全
員
集
合
!!

看
護
の
日
フ
ェ
ア
ー

初
心
者
英
会
話
教
室

看
護
の
日
の
催
し

温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

み
ど
り
の
講
習
会

日時： 6月30日㈪10時～11時30分
　※船側の都合により変更になる可能性があります。
　※本年度は12回入港予定ですが、船内見学会は 6月30日㈪のみ実施予定です。
場所：室蘭港中央埠

ふ

頭
とう

旅客船バース　定員：90人（抽選）
応 募方法：参加者全員の①氏名（ふりがな）、②住所、③電話番号、④生年月
日、⑤性別、⑥身分証明書の種類と番号をはがきや封書で応募
※ 記入漏れ・不備は無効。※当選者のみ郵送で通知。※当選権利の譲渡不可。
応募締切： 5月23日㈮（必着）
応募先：〒051‒0022室蘭市海岸町１丁目20－30　室蘭市港湾部総務課振興係
問い合わせ：室蘭市港湾部（☎㉒３１９１）

サン・プリンセス船内見学会参加者募集サン・プリンセス船内見学会参加者募集

時
5
月
16
日
㈮
11
時
〜
13
時

所
定
と
も
か
な
・
6
人
（
申
し
込
み

時
5
月
17
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
対
と
も
か
な
・
男
性

内
お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
を
作

り
ま
す
。
作
っ
た
料
理
は
、
2
人

分
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す

定
費
6
人
（
申
し
込
み
順
）
・
１
千

円
申
5
月
15
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

大
人
の
ラ
ン
チ
会

男
の
料
理
教
室

さくら祭りさくら祭り
グリーンフェスタ2014グリーンフェスタ2014

日時　 5 月10日㈯・11日㈰
　　　10時～17時
場所　亀田記念公園
内 容　焼き鳥やジュースの
販売、ゲーム・縁日コー
ナー、フリーマーケット、
伊達産野菜即売、花苗や
庭木の販売、よさこい、
登別太鼓など
問 い合わせ　亀田記念公園
管理事務所（☎862511）
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ガラスケース入り）●電子オルガン●ひな人形（ 7段）
●マージャンパイ●室内用運動器具●壁掛けガス給湯器●座卓（120
×75㎝）●鳥籠（室内用）●碁盤●机（木製）●ワープロ●児童机
（小学生～中学生用）●白菊幼稚園女子制服（帽子・スカート・ブレ
ザー110㎝）●健康機器●書道用半紙1000枚●水槽（45×90×45㎝）
●１人がけ椅子（ 5 脚）●スキー道具（スキー170㎝、ストック、く
つ）●洋裁用ボディ（Ｍ、Ｌ）●瀬戸大鉢（40㎝四方）

ゆずってください（買います）

●ワープロ●ランプ（灯油用）●鉄瓶●ベビーチェア●風呂釜（灯油
用）●白菊幼稚園制服（Ｔシャツ・短パン110～120㎝）●白菊幼稚園
制服（白ブラウス110～120㎝）●自在かぎ●アコースティックギター
●クラシック音楽オルゴール

豆の上で眠る

パンやのろくちゃん げんきだね

　湊
みなと

　かなえ 著

長
は

谷
せ

川
がわ

 義
よし

史
ふみ

 作

　13年前に起こった姉の失踪事
件は、大学生になった妹の心に
違和感を残し続けていた。押さ
えつけても溢れ出てくる記憶と
訊ねることのできない問いを胸
に秘めたまま…。

　ろくちゃんはお父さんと自転
車の特訓をしていたけれど、何
回やっても乗れない。すると、
酒屋のおじさんや、いろんな人
がやって来て…。

◇出好き、ネコ好き、私好き 林
はやし

　真
ま

理
り

子
こ

 著
◇満

まん

願
がん

 米
よね

澤
ざわ

　穂
ほ

信
のぶ

 著
◇仮面同窓会 雫

しずく

井
い

　脩
しゅう

介
すけ

 著

◇あみだだだ 谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 文　元
もと

永
なが

　定
さだ

正
まさ

 絵
◇まじょ子と黒ネコのケーキやさん 藤

ふじ

　真
ま

知
ち

子
こ

 作
◇楽しく遊ぶ学ぶよのなかの図鑑 寺

てら

本
もと

　潔
きよし

 監修

北
海
道
は
国
内
の
小
麦
栽
培
面

積
全
体
の
約
60
㌫
を
占
め
る
最
大

の
小
麦
の
産
地
で
す
が
、
1
9
6

0
年
こ
ろ
の
生
産
量
は
現
在
の
約

20
分
の
１
で
し
た
。
北
海
道
の
小

麦
生
産
発
展
の
道
程
を
生
産
者
と

二
人
三
脚
で
歩
ん
で
き
た
の
が
㈱

望
月
製
麺
所
で
す
。
同
社
は
道
産

小
麦
100
％
使
用
に
こ
だ
わ
っ
た
麺

づ
く
り
を
通
し
て
道
産
小
麦
の
お

い
し
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

道
産
小
麦
は
味
、
香
り
、
喉
越

し
に
優
れ
る
反
面
、
粘
り
が
弱
く

切
れ
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り

ま
し
た
。
「
道
産
小
麦
100
％
麺
の

製
造
は
不
可
能
と
言
わ
れ
る
中
、

10
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
製
品

化
を
実
現
し
ま
し
た
」
と
社
長
の

望も
ち

月づ
き

一か
ず

延の
ぶ

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

同
社
の
製
品
は
道
外
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、
「
創

業
以
来
、
地
産
地
消
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
道
民
の
皆
さ
ん
に

当
社
製
品
を
も
っ
と
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
、
望
月
さ
ん
は

道
内
へ
の
販
売
に
力
を
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
の
声
を
身
近
に

聞
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
同
社
は

ラ
ー
メ
ン
店
を
直
営
し
、
う
ち
一

店
舗
で
は
道
内
初
の
化
学
調
味
料

を
使
わ
な
い
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

同
社
の
半
世
紀
を
越
え
る
道
産

小
麦
へ
の
情
熱
は
麺
づ
く
り
の
枠

を
超
え
、
更
な
る
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

【沿革】
昭和33年　創業
昭和45年　株式会社望月製麺所設立
【株式会社望月製麺所】
所 在 地　新栄町１－14
電話番号　85２２３６
事業内容　ラーメン・うどん・そば、皮類の製

造販売、ラーメン店などの営業と指
導

 企業編⑬　㈱望月製麺所
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

花
壇
づ
く
り
で
絆
づ
く
り

子
育
て
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場

湯
っ
た
り
楽
し
い
交
流
会

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

　

は
ま
わ
し
町
内
会
は
、
国
道
36
号

沿
い
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
花
い
っ

ぱ
い
に
し
よ
う
と
、
毎
年
4
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
に
約
10
種

類
の
花
を
植
え
、
雑
草
取
り
や
水
や

り
に
汗
を
流
し
、
地
域
住
民
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
8
月
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
た
た
え
ら
れ
、
北
海
道
開

発
局
道
路
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
同
士
が
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
気

軽
に
育
児
の
情
報
交
換
が
で
き
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
『
子
育

て
サ
ロ
ン
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ
コ
ロ
』
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

四
季
折
々
の
行
事
を
開
催
す
る
中

で
、
子
育
て
を
終
え
た
世
代
の
お
母

さ
ん
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え

る
な
ど
、
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
内
会
婦
人
部
の
交
流
と
親
睦
を

目
的
に
、
毎
年
2
月
に
行
っ
て
い
る

『
婦
人
部
お
楽
し
み
会
』
に
多
く
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
カ
ル
ル
ス
温
泉
で
体
の
芯

ま
で
温
ま
り
、
日
々
の
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。

　

抽
選
会
や
ゲ
ー
ム
も
行
い
、
こ
れ

か
ら
の
町
内
会
活
動
へ
の
英
気
を
養

い
な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
救
急
車
到
着

ま
で
の
時
間
に
適
切
な
処
置
を
行
い
、

大
切
な
命
を
救
う
こ
と
を
目
的
に
、

市
消
防
署
職
員
か
ら
、
自
動
対
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
っ
た
心

肺
蘇
生
法
を
約
40
人
が
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
反
応
の
確
認
や
気
道

の
確
保
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
手
順
な
ど
を
学
び
、

安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

は
ま
わ
し
町
内
会

 

会
長　

鈴す
ず

木き　

忠た
だ

義よ
し　

　

柏
木
町
内
会

 

会
長　

上う
え

村む
ら　

幸ゆ
き

雄お　
　

幌
別
鉄
南
第
七
町
内
会

 

会
長　

武た
け

田だ　

宏ひ
ろ

通み
ち　

　

美
園
南
町
内
会

 

会
長　

岸き
し　

　

正ま
さ

治は
る　
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開
か

れた
議会を目指し
て

73号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2014.5.1

登別市議会 で 検索

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
市
の
議
会
活
動
に
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
理
解
を
頂
き
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
上
村
副
議
長
の
退
任

に
伴
い
、
平
成
26
年
第
１
回
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、
再
び
登
別
市

議
会
副
議
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
「
市
民
の
生
命
と
財
産

の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
」
が

行
政
と
議
会
の
責
務
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
議
会
活
動
が
、

市
民
か
ら
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
負

託
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
に
親
し
ま

れ
、
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た

議
会
運
営
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
高

橋
前
議
長
時
代
か
ら
2
度
目
の
就

任
で
あ
り
ま
す
が
、
１
年
余
の
残

任
期
間
を
初
心
に
戻
り
、
天
神
林

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
職
務
を
遂

行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
質
問
に
お
い
て
は
議
長

を
除
く
会
派
所
属
全
議
員
が
登

壇
し
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

ま
た
、
次
年
度
予
算
案
の
審
議

を
す
る
定
例
会
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え

「
学
校
の
い
じ
め
対
策
」
や

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
な
ど
、
大
き
く
14
項
目
に

ま
と
め
、
市
長
に
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が

終
わ
っ
た
。
国
内
経
済
は
現
政

権
の
経
済
政
策
や
金
融
政
策
、

復
興
需
要
の
本
格
化
等
に
よ
る

影
響
で
、
上
向
き
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
市
を

含
め
た
地
方
は
そ
の
実
感
が
乏

し
い
。
厳
し
い
財
政
下
で
あ
る

が
、
大
型
事
業
計
画
を
含
め
た

予
算
執
行
の
意
気
込
み
に
期
待

し
た
い
。

　

公
明
党
の
主
な
取
り
組
み
は
、

市
長
の
市
政
執
行
方
針
や
平
成

26
年
度
予
算
審
査
な
ど
か
ら
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
教
育
援
助

の
施
策
継
続
と
充
実
、
効
率
的

な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
新

公
会
計
制
度
の
導
入
の
考
え
方
、

平
成
27
年
度
に
施
行
さ
れ
る
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
求
め
た
。

　

第
１
回
定
例
会
は
、
4
月
の

消
費
税
増
税
に
対
し
て
、
市
民

生
活
を
守
る
べ
く
予
算
を
組
ん

で
い
る
の
か
、
市
内
経
済
へ
の

対
策
を
取
っ
て
い
る
か
が
焦
点

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
政

策
が
な
く
、
さ
ら
に
給
食
費
の

値
上
げ
が
あ
り
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
提
案
し
た
が

実
現
せ
ず
残
念
で
な
ら
な
か
っ

た
。

　

ど
の
質
問
を
終
え
た
後
で
も
、

あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
な
、
と

い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。
行
政

に
対
し
て
圧
倒
的
に
少
な
い
情

報
量
の
中
、
心
掛
け
た
い
の
は
、

自
ら
の
調
査
と
と
も
に
担
当
職

員
へ
の
聞
き
込
み
で
す
。
自
分

の
思
い
だ
け
で
判
断
す
る
と
、

質
問
の
質
は
高
ま
ら
ず
、
答
弁

も
平
凡
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

市議会ホームページで、本会議などの生中
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何
百
万
ト
ン
の
鉱
石

を
掘
る
よ
り
も
、
私
た

ち
の
ご
み
と
し
て
廃
棄

さ
れ
る
も
の
の
中
に
効

率
的
な
鉱
石
が
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
都
市
鉱
山
」
に
は
、
希
少

金
属
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
大
の
研
究
会
へ

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
環
境
省
に

何
度
か
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
し

て
調
査
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
環
境
省
や
北
海

道
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
当
市
で
の
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
の
施
策
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
Ｘ
Ｐ
の
保
守
が
切
れ
る
こ
と
も
あ

り
4
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

使
い
た
い
と
の
願
い
が
か
な
い
ま
し
た
。
応

援
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
の

方
々
か
ら
小
口
資
金
を
募
る
民
間
資
金
の
活

用
を
提
案
し
ま
し
た
。
鎌
倉
市
で
は
観
光
ル

ー
ト
板
の
設
置
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

基
に
10
万
円
掛
か
り
ま
す
が
、
１
口
１
万
円

の
寄
付
を
募
り
、
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の

名
を
ル
ー
ト
板
に
刻
む
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
、

100
人
の
寄
付
者
が
22
日
間
で
集
ま
っ
た
と
い

う
も
の
で
す
。
故
郷
に
名
を
残
し
た
い
も
の

で
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
市
内
経
済
は
大

き
く
落
ち
込
み
、
事
業

所
数
や
従
業
員
数
の
減

少
と
、
年
間
販
売
額
が

平
成
19
年
以
来
175
億
円
超
の
減
少
が
あ
り
、

市
民
の
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。

そ
の
上
、
国
の
社
会
保
障
費
削
減
政
策
に
よ

り
、
年
金
支
給
額
の
減
額
、
今
年
70
歳
に
な

る
方
か
ら
の
医
療
費
2
割
窓
口
負
担
増
、
住

民
税
復
興
増
税
、
4
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

増
税
と
こ
れ
に
関
連
し
た
生
活
必
需
品
の
値

上
げ
、
電
気
・
ガ
ス
・
交
通
費
の
値
上
げ
も

あ
る
。
増
税
後
の
市
内
経
済
へ
の
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
増
税
後
の
個
人
消
費
が
鈍
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
内
経
済
は
増
税
だ

け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
市
内
経

済
へ
の
影
響
実
態
を
捉
え
、
商
工
会
議
所
と

連
携
し
対
応
を
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

　

「
景
気
が
落
ち
込
ん
で
か
ら
で
は
遅
い
」

と
の
認
識
を
、
商
工
会
議
所
も
持
っ
て
い
る
。

提
案
か
ら
実
行
ま
で
2
〜
3
カ
月
か
か
る
。

以
前
に
発
行
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
建

設
券
の
発
行
、
さ
ら
に
は
商
店
事
業
者
向
け

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
を
行
い
、
市
内
の
中

小
企
業
が
活
気
づ
く
予
算
を
組
む
べ
き
と
提

案
し
た
。

　

登
別
市
に
お
い
て
も

人
口
減
少
や
流
出
は
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
経
済

へ
の
不
安
や
不
確
定
状

況
が
続
く
中
、
ま
ち
の
空
洞
化
も
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
部
地
域
に
お
い
て
は
大
型
店
や
全
国
チ

ェ
ー
ン
店
な
ど
も
次
々
と
開
店
し
、
一
見
す

る
と
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
ま
す
が
、
一
方
で
は

撤
退
や
移
動
も
企
業
判
断
で
行
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
全
国
的
に
も
廃
墟
の
よ
う
な
街
並

み
が
残
っ
た
状
況
が
報
告
さ
れ
、
他
市
町
村

へ
の
視
察
な
ど
で
も
そ
の
実
態
を
目
に
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
一
般
質
問
で
は
地
元
で
頑

張
る
商
店
や
飲
食
店
の
振
興
対
策
と
し
て
、

行
政
が
行
っ
て
い
る
現
状
把
握
と
具
体
的
振

興
施
策
に
つ
い
て
実
態
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
魅
力
あ
る
マ
チ
場
の
創
造
と
い
う

観
点
か
ら
、
現
状
を
危
惧
し
た
市
内
の
団
体

や
個
人
が
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
む
事
案

（
地
域
祭
り
・
婚
活
イ
ベ
ン
ト
・
グ
ル
メ
企

画
・
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
）
に
対
し

て
も
応
援
施
策
が
必
要
で
は
と
の
質
問
を
し
、

行
政
か
ら
は
補
助
金
を
含
め
継
続
的
に
対
応

を
取
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
会

派
視
察
し
た
「
ま
ち
の
駅
」
に
つ
い
て
も
検

討
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
は
地
域
防
災

力
の
重
要
性
が
増
大
し

て
い
る
中
で
消
防
団
の

防
災
力
は
重
要
で
あ
り
、

地
域
に
定
着
し
た
防
災
活
動
の
担
い
手
と
し

て
中
核
と
な
る
組
織
と
の
認
識
で
は
あ
る
も

の
の
、
団
員
の
報
酬
や
出
動
手
当
等
、
処
遇

に
つ
い
て
は
近
隣
自
治
体
中
、
最
低
ラ
ン
ク

で
あ
る
。
平
成
6
年
の
条
例
改
正
後
変
わ
っ

て
い
な
い
現
状
や
今
回
の
関
係
法
律
の
施
行

で
は
条
例
単
価
が
低
い
市
町
村
に
お
い
て
は

積
極
的
に
単
価
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
と
う

た
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
見
直
し
に

つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
今
後
見
直
し
を

前
提
に
検
討
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

文
化
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
時
世
に
合
っ
た
施
策

の
展
開
を
要
望
し
た
。
加
え
て
2
0
2
0
年

の
東
京
五
輪
開
催
に
合
わ
せ
た
国
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
強
化
と
連
動
し
た
当
市

の
取
り
組
み
の
現
状
を
確
認
し
た
。
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
、
教
育
な
ど
様
々

な
部
分
に
波
及
す
る
も
の
で
、
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
が
身
近
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

接
す
る
機
会
は
強
く
心
に
残
る
も
の
で
あ
り
、

郷
土
に
も
誇
り
を
持
て
る
素
晴
ら
し
い
可
能

性
を
秘
め
た
取
り
組
み
に
な
る
と
の
思
い
を

伝
え
、
合
宿
誘
致
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
も

パ
ソ
コ
ン
も

  

リ
サ
イ
ク
ル
始
ま
る
！

リ
サ
イ
ク
ル
始
ま
る
！

木　
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子
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費
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後
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て
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済
活
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に
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い
て
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勉

地
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飲
食
店
振
興
と

地
元
飲
食
店
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と

  

マ
チ
場
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を

マ
チ
場
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を

杉　

尾　

直　

樹

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
・

消
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改
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・
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い
て

文
化
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に
つ
い
て
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浩

一 般 質 問一 般 質 問
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一 般 質 問一 般 質 問

　

住
ん
で
良
か
っ
た
、

こ
の
「
ま
ち
」
を
誇
り

に
思
う
施
策
に
つ
い
て

質
問
し
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
施
策
を
例

に
挙
げ
て
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
ま
た
今
後
の
方
針
を
指
摘
し
次
期
の
振

興
基
本
計
画
に
期
待
し
た
。

　

平
成
17
年
策
定
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
文
化
活
動
の
活

性
化
・
歴
史
と
伝
承
の
活
用
・
ア
イ
ヌ
文
化

の
振
興
・
健
康
体
力
づ
く
り
の
推
進
・
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
質

問
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
振
興
基
本
計
画
に
従
い
施
策
に

沿
っ
て
推
進
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
地
球
温
暖
化
に
伴
い
環
境
対
策
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
。
登
別
市
は
他
の
行
政
の
先
駆
け
と
な

り
環
境
に
配
慮
し
、
市
民
の
手
本
と
な
る
べ

く
化
石
燃
料
ゼ
ロ
の
電
気
自
動
車
を
導
入
し

て
積
極
的
な
展
開
と
電
気
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
た
だ
し
た
。

　

観
光
客
が
多
く
来
る
登
別
温
泉
で
は
、
硫

黄
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
断
念
し
た
が
、

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
積
極
的
に
環
境
も
考
慮

し
政
策
展
開
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
11
月
に
、
文
科

省
よ
り
平
成
26
年
度
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
実
施
に
つ
い
て
の

通
知
が
出
さ
れ
た
。
そ

の
実
施
要
領
に
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、

市
町
村
と
学
校
名
を
明
ら
か
に
し
た
公
表
に

つ
い
て
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
同
意
が
あ

れ
ば
可
能
と
し
、
ま
た
市
町
村
教
育
委
員
会

が
学
校
名
を
明
ら
か
に
し
た
公
表
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
可
能
と
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
の
登
別
市
の
結
果
公
表
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。
概
要
は
次
の
通

り
。

質　

市
と
し
て
、
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

学
校
別
の
平
均
正
答
率
を
公
表
す
る
こ

と
が
「
必
ず
し
も
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
習
状
況
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
」
「
小

規
模
校
で
は
個
人
が
特
定
さ
れ
る
」
「
必
要

以
上
に
学
校
の
序
列
化
が
図
ら
れ
る
」
な
ど

課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

公
表
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
教
育
委
員
会
に
た
だ
し
た
が
、

学
校
教
育
が
「
テ
ス
ト
対
策
」
一
辺
倒
に
偏

ら
な
い
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

北
海
学
園
大
学
の
川

村
准
教
授
が
行
っ
た
調

査
で
は
、
道
内
の
認
可

保
育
所
の
保
育
士
の
半

数
が
非
正
規
雇
用
で
年

収
200
万
円
未
満
が
公
立
で
7
割
を
超
え
、
私

立
で
も
6
割
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
北
海
道

労
働
局
が
労
働
条
件
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

対
象
と
な
っ
た
所
で
は
是
正
勧
告
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
保

育
士
の
処
遇
が
劣
悪
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

良
い
保
育
と
は
、
そ
こ
で
働
く
保
育
士
の
労

働
環
境
が
良
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、

そ
こ
で
当
市
で
の
保
育
士
の
処
遇
問
題
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

質　

当
市
に
お
け
る
北
海
道
労
働
局
か
ら
の

勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
。

答　

こ
れ
ま
で
は
自
治
労
登
別
市
職
員
労
働

組
合
執
行
委
員
長
と
締
結
し
て
い
た
が
、
4

保
育
所
と
も
臨
時
職
員
が
正
職
員
よ
り
多
い

こ
と
か
ら
締
結
相
手
が
、
各
保
育
所
の
代
表

者
が
適
切
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
の
で
、

改
め
て
協
定
の
締
結
を
行
っ
た
。

質　

臨
時
職
員
が
正
職
員
よ
り
多
い
と
い
う

背
景
に
は
何
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
一
環

と
し
て
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
た
。

① 

公
共
施
設
整
備
全
体

に
つ
い
て

② 

子
ど
も
虐
待
防
止
に

つ
い
て

の
大
綱
2
件
を
取
り
上

げ
た
。

　

「
公
共
施
設
整
備
全
体
」
で
は
、
建
築
物

の
み
な
ら
ず
、
市
が
管
理
す
る
123
の
橋
梁
、

道
路
、
上
下
水
道
施
設
と
埋
設
管
渠
等
が
あ

り
、
市
民
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施
設
整
備
は

「
長
寿
命
」
で
あ
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
財
政
難
を
理
由
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
滞
っ
て
い
た
点
を
改
め
、
大
型
事
業
推

進
プ
ラ
ン
に
も
登
載
し
、
計
画
的
な
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
長
は
、
市
民
と
地
域
に
お
け
る
公
共
施

設
整
備
等
の
議
論
を
始
め
て
い
る
が
、
例
え

ば
、
登
別
消
防
支
署
の
老
朽
度
は
相
当
著
し

い
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
診

断
で
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、
大
地
震
で
倒

壊
す
る
危
険
も
あ
る
。
市
長
に
政
治
的
な
配

慮
で
決
断
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
た
だ
し
た

が
、
「
時
に
は
反
対
意
見
が
あ
っ
て
も
、
決

断
す
る
こ
と
は
あ
る
」
と
述
べ
、
優
先
課
題

の
対
応
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

「
子
ど
も
虐
待
防
止
」
で
は
、
市
の
横
断

的
な
虐
待
防
止
対
応
に
社
会
福
祉
士
を
採
用

し
た
い
、
と
初
め
て
専
門
家
の
配
置
に
言
及

し
た
。

愛
す
る
「
の
ぼ
り
べ
つ
」
に

愛
す
る
「
の
ぼ
り
べ
つ
」
に

  

す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

工　

藤　

倶
二
雄

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

  

結
果
公
表
は

結
果
公
表
は

高　

橋　

正　

美

保
育
士
の
処
遇
問
題
に

保
育
士
の
処
遇
問
題
に

  

つ
い
て

つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

子
ど
も
虐
待
防
止
へ

子
ど
も
虐
待
防
止
へ

  

社
会
福
祉
士
を
配
置

社
会
福
祉
士
を
配
置

石　

山　

正　

志
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市
総
合
計
画
第
3
期

基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
、
多
く
の
市
民
意
見

交
換
の
機
会
を
作
り
、

各
団
体
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
で
の
公
平
・
公
正
な

協
議
を
期
待
し
、
検
討
課
程
の
市
民
へ
の
公

開
を
確
認
し
た
。

　

今
後
市
内
人
口
の
減
少
に
加
え
て
少
子
高

齢
が
進
む
中
、
限
ら
れ
た
財
源
状
況
を
認
識

し
て
の
公
共
施
設
整
備
方
針
で
あ
る
が
、
地

域
は
住
民
の
顔
が
見
え
互
い
に
情
報
を
共
有

し
、
お
互
い
様
の
心
で
つ
な
が
る
住
民
の
居

場
所
で
あ
り
、
町
内
会
活
動
の
拠
点
で
あ
る

事
の
理
解
と
、
空
き
家
等
の
会
館
活
用
を
問

い
、
現
行
の
指
定
管
理
者
制
度
を
維
持
し
な

が
ら
、
修
繕
費
等
行
政
と
地
域
の
応
分
の
責

任
を
負
い
公
共
施
設
の
配
置
の
検
討
を
た
だ

し
た
。

　

ま
た
、
3
市
交
流
に
つ
い
て
は
、
白
石
市

と
海
老
名
市
と
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
の

詳
細
に
つ
い
て
聞
き
、
片
倉
藩
に
よ
る
当
市

の
開
拓
等
深
い
縁
に
結
ば
れ
る
白
石
市
と
、

消
防
車
5
台
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
海
老
名

市
両
市
と
の
災
害
時
相
互
支
援
や
少
年
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
物
産
交
流
の
実
態
は
、
観
光
都
市

登
別
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
交
流
事
業
で
あ
り
、

少
年
ス
ポ
ー
ツ
や
市
民
間
交
流
を
深
め
て
、

姉
妹
都
市
と
し
て
の
継
続
と
発
展
を
期
待
す

る
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
造
る
と
経
済
効

果
が
数
十
億
円
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
国
の

経
済
成
長
戦
略
で
も
、

特
に
予
算
付
け
が
さ
れ
て
い
る
分
野
な
の
で

積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
の

思
い
か
ら
、

① 

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
予
算
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
提
案
し

た
。

② 

当
市
に
お
い
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
か
ら
10
年
経
過
し
て
お
り
、
当
時
と

取
り
巻
く
環
境
も
国
策
も
変
化
し
て
い
る

の
で
、
よ
り
地
域
に
合
っ
た
実
行
可
能
な

計
画
の
策
定
を
提
案
し
た
。

③ 

計
画
の
実
行
の
た
め
に
関
連
団
体
と
の
よ

り
密
接
な
協
力
関
係
の
構
築
を
要
望
し
た
。

④ 

先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
る
他
自
治
体
か

ら
の
情
報
収
集
・
事
例
研
究
を
求
め
る
。

な
ど
の
提
案
や
要
望
を
し
た
。

　

ま
た
国
か
ら
の
補
助

金
が
年
々
削
減
さ
れ
て

い
る
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
て
経
済
の

活
性
化
に
果
敢
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
て
、

今
後
も
継
続
し
て
質
問

し
て
い
く
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
電

気
自
動
車
と
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
市
の

動
き
が
遅
い
と
た
だ
し
た
。
ま
た
市
民
か
ら

の
要
望
で
放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
、
運

営
上
の
問
題
点
や
道
道
切
り
換
え
に
伴
う
青

葉
小
学
校
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
な

ど
大
綱
3
件
を
質
問
し
た
。

　

電
気
自
動
車
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
、

道
の
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
の
数
は
可
住
面
積
当

た
り
全
国
最
下
位
。
し
か
し
国
の
助
成
金
と

自
動
車
メ
ー
カ
の
支
援
を
利
用
す
れ
ば
、
充

電
器
の
設
置
費
用
と
8
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
！
と
の
思
い

で
市
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
た
。
充
電
器
は

道
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
置
可
能
基
数
35
基
に
従

い
、
公
用
車
の
早
期
導
入
も
検
討
し
て
い
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

子
育
て
支
援
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

民
営
化
や
各
施
設
の
耐
震
補
強
等
の
問
題
や

放
課
後
児
童
対
策
の
新
し
い
取
り
組
み
な
ど

を
質
問
し
た
。
ま
た
児
童
館
で
は
昼
食
を
食

べ
て
は
な
ら
な
い
決
ま
り
だ
が
、
昨
今
の
家

庭
環
境
を
考
慮
し
当
市
も
館
内
の
昼
食
を
認

め
る
べ
き
と
た
だ
し
、
道
児
童
館
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
情
報
収
集
し
検
討
す
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

人
口
減
少
、
地
域
経

済
の
疲
弊
、
厳
し
い
財

政
問
題
、
価
値
観
の
変

化
な
ど
と
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
で
、
今
後
の
わ
が
ま
ち
の
姿
を
ど
の
よ
う

に
構
築
し
て
い
く
か
は
重
要
な
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
第
3
期
基
本

計
画
の
取
り
組
み
に
主
眼
を
置
い
て
、
「
あ

る
べ
き
ま
ち
の
姿
」
「
総
合
計
画
に
か
か
る

政
策
・
施
策
の
取
り
組
み
」
「
市
民
検
討
委

員
会
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
対
応
に
つ
い
て
、

①
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
②
横
断
し
た
現
状
分

析
と
課
題
確
認
③
横
断
し
た
政
策
・
施
策
の

策
定
④
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
の
4
つ
の

斬
り
口
か
ら
、
具
体
的
事
例
を
提
起
し
な
が

ら
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
「
総
花
的
」
「
絵
に
描
い
た
餅
」
な

ど
と
言
わ
れ
る
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て
も

指
摘
と
提
言
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
政

は
羅
針
盤
的
機
能
を
持
ち
市
民
と
連
携
し
、

わ
が
ま
ち
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
そ
れ
に
向

う
政
策
・
施
策
を
明
示
す
べ
き
で
あ
り
、
政

策
を
提
案
す
る
主
役
は
行
政
で
、
そ
こ
に
も

市
民
参
加
を
得
て
よ
り
安
定
し
た
政
策
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
述
べ
て
終
え
ま
し
た
。

第第
33
期
基
本
計
画
と

期
基
本
計
画
と

  

33
市
交
流
に
つ
い
て

市
交
流
に
つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

  

つ
い
て

つ
い
て

米　

田　

登
美
子

環
境
対
策
と
子
育
て
支
援
は

環
境
対
策
と
子
育
て
支
援
は

  

大
事
な
こ
と
！

大
事
な
こ
と
！

二　

瓶　

秀　

幸

今
後
の
わ
が
ま
ち
の
姿
と

今
後
の
わ
が
ま
ち
の
姿
と

  

そ
の
取
り
組
み
方
は

そ
の
取
り
組
み
方
は

松　

山　

哲　

男

一 般 質 問一 般 質 問
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総
括
質
疑
の
中
で
、
平
成
26
年
度
作
成
予
定
の

公
共
施
設
整
備
方
針
案
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

　

こ
の
中
で
市
長
は
、
市
内
各
団
体
や
市
民
と
の

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
「
後
々
の
工
事
な
ど
の
施

策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
あ
ら
た
め
て
協
議
を
重

ね
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

　

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
減
額
補
正

に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
た
だ
し
た
。
市
は
647
名

を
補
助
対
象
と
見
込
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
就
園

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
598
名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

減
額
し
た
と
答
弁
。
少
子
化
に
よ
る
影
響
が
は
っ

き
り
と
数
字
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
幼

児
が
増
え
る
た
め
の
施
策
が
必
要
と
訴
え
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

　

給
食
賄
材
料
費
等
経
費
で
は
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
や
食
材
に
よ
る
体
質
改
善
に
つ
い
て
提
案

し
た
。
障
害
者
自
立
更
生
促
進
助
成
費
で
は
、
助

手
席
側
の
改
造
も
認
め
る
べ
き
と
た
だ
し
た
。
温

泉
供
給
施
設
維
持
管
理
経
費
で
は
、
経
費
削
減
案

を
提
案
し
た
。
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
休
憩
施
設

整
備
事
業
費
で
は
、
早
期
完
成
の
要
望
な
ど
、
6

事
業
の
質
問
を
し
た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

質　

ホ
テ
ル
・
旅
館
の
大
規
模
建
築
物
の
耐
震
診

断
と
耐
震
化
に
向
け
た
所
有
者
負
担
に
つ
い
て

答　

耐
震
診
断
は
、
国
・
北
海
道
・
市
の
補
助
が

あ
り
所
有
者
負
担
は
１
／
6
と
な
る
。
耐
震
化
に

向
け
た
工
事
の
所
有
者
負
担
は
今
の
と
こ
ろ
88
・

5
％
で
あ
る
が
、
所
有
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
多
く
の
財
政
支
援
策
を
北
海
道
や
業
界
団
体
と

連
携
し
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

質　

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補
助
費
に
つ
い
て
、

ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
団
体
の
増
加
を
目
指
し
て
、

団
体
育
成
と
支
援
の
充
実
を
求
め
、
Ｐ
Ｒ
の
拡
大

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

団
体
育
成
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
対
応
す
る

こ
と
と
、
Ｐ
Ｒ
は
機
会
を
捉
え
て
適
宜
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。 米　

田　

登
美
子

米　

田　

登
美
子

質　

国
民
健
康
保
険
の
療
養
給
付
費
負
担
金
等

「
過
大
交
付
」
の
原
因
は
、
北
海
道
が
作
成
し
て

指
導
し
た
誤
っ
た
資
料
が
原
因
で
あ
り
、
市
長
会

等
を
通
じ
た
対
応
が
必
要
で
は
。

答　

近
隣
市
町
と
は
連
携
を
図
っ
て
い
る
が
、
道

内
各
自
治
体
が
ま
と
ま
っ
て
北
海
道
へ
働
き
か
け

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

　

今
後
市
に
お
い
て
、

第
3
期
基
本
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
市
民
会

議
が
組
織
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
観
点
か
ら
論
議

さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
政
策
が
展
開
さ
れ
て

き
た
の
か
、
明
確
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
地
区
別
土
地
利
用
計
画
の
中
に

「
登
別
温
泉
地
区
は
、
市
街
地
バ
イ
パ
ス
の

整
備
や
温
泉
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
温

泉
地
ら
し
い
公
共
施
設
整
備
に
必
要
な
用
地

の
確
保
に
努
め
ま
す
」
な
ど
と
う
た
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
登
別
温
泉

支
所
が
入
居
す
る
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
活
用
策
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
大
事
な
施
策
と
な
る
施
設
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
、
各
地
区
の
進

ち
ょ
く
状
況
に
関
す
る
質
疑
の
中
で
、
担
当

部
局
と
し
て
細
部
に
わ
た
っ
て
検
証
で
き
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
後
市
民
会
議
に
て
検
討
す
る
資
料
と
し

て
、
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
未
検
討
、
検

討
中
、
進
行
中
、
実
施
済
な
ど
明
確
に
検
証

し
分
け
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
「
土

地
利
用
計
画
と
い
う
観
点
で
あ
れ
ば
、
振
り

分
け
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
検
討
し

て
み
た
い
」
と
い
う
市
長
の
答
弁
を
得
た
。

長
期
総
合
計
画
に
お
け
る

長
期
総
合
計
画
に
お
け
る

  

検
証
に
つ
い
て

検
証
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

一 般 質 問一 般 質 問

＊案件名は39ページに掲載します。

＊案件名は39ページに掲載します。

平成25年度補正予算可決
療養給付費負担金等「過大交付」
に関し、道の説明に苦言！

新年度予算 4日間での集中審査により可決！新年度予算 4日間での集中審査により可決！
一般会計、各特別会計において消費税対策で国からの予算獲得へ！一般会計、各特別会計において消費税対策で国からの予算獲得へ！

36 議会だより でぃすかす



平成26年度補正予算平成26年度補正予算

　

今
回
は
新
規
事
業
を
含
め
、
民
生
費
や
教
育
費

を
中
心
に
13
項
目
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

各
種
の
福
祉
や
医
療
問
題
、
さ
ら
に
は
国
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
政
策
実
施
に
伴
い
市

の
職
員
体
制
の
充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
分
館
設
置
に
合
わ
せ
た
図
書
館
の
利
活

用
や
体
育
事
業
の
促
進
を
提
言
し
ま
し
た
。

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

質　

高
台
避
難
誘
導
看
板
設
置
場
所
と
個
所
数
・

看
板
の
蓄
光
材
使
用
に
つ
い
て
。
ま
た
観
光
客
へ

の
対
応
な
ど
や
町
内
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

答　

高
台
入
口
や
交
差
点
な
ど
5
カ
所
を
予
定
。

　

夜
間
の
視
認
性
を
考
慮
、
反
射
材
使
用
な
ど
を

検
討
し
、
土
地
勘
の
な
い
人
へ
の
表
示
の
工
夫
と

維
持
管
理
を
含
め
て
町
内
会
と
の
協
議
協
力
を
得

た
い
。

佐　

藤　

弘　

子

佐　

藤　

弘　

子

　

地
方
自
治
体
の
財
務
状
況
と
経
営
成
績
を
適
切

か
つ
適
時
に
市
民
や
議
会
に
開
示
し
、
自
治
体
の

経
営
管
理
に
お
い
て
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
「
予
算
・
決
算
の
改
革
」
と
と

も
に
「
正
確
な
コ
ス
ト
分
析
に
よ
る
事
業
評
価
」

が
で
き
る
と
し
て
、
新
公
会
計
制
度
の
導
入
を
提

案
し
、
市
長
の
見
解
を
求
め
た
。

木　

村　

純　

一

木　

村　

純　

一

　

高
齢
者
保
健
福
祉
費
・
交
通
安
全
費
・
公
園
事

業
費
・
教
育
振
興
費
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の

中
で
も
「
高
齢
者
緊
急
通
報
機
器
設
置
経
費
」

小
・
中
学
校
の
「
要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助

費
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
対
象
者
増
と
そ
れ
に
係

る
予
算
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
充
実
し
た
事

業
の
継
続
を
訴
え
た
。

村　

井　

寿　

行

村　

井　

寿　

行

　

糖
尿
病
予
防
と
特
定
健
診
で
の
保
健
指
導
の
対

象
者
に
厚
生
年
金
病
院
で
の
温
泉
運
動
療
法
が
加

わ
り
、
温
泉
療
法
専
門
医
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で

理
学
療
法
士
が
個
人
個
人
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
実
施
さ
れ
、
予
定
人
数
を
超
え
る
場

合
は
補
正
を
組
む
と
の
事
な
の
で
、
登
別
温
泉
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

質　

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
休
憩
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
休
憩
所
建
設
工
事
期
間
や
工
事
期
間

中
の
他
施
設
へ
の
影
響
、
ま
た
休
憩
所
の
団
体
利

用
者
の
使
用
基
準
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

今
年
度
秋
に
完
成
予
定
で
、
安
全
面
を
留
意

し
て
他
施
設
の
使
用
は
可
能
と
し
、
団
体
の
使
用

基
準
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
検
討
す
る
。

鈴　

木　

広　

之

鈴　

木　

広　

之

質　

平
成
26
年
度
か
ら
再
開
す
る
再
任
用
制
度
は
、

退
職
職
員
の
希
望
が
少
な
い
。
事
前
の
説
明
や
労

働
条
件
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

今
回
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
制
を
併
用
し
、
対
象

職
種
等
を
示
し
た
が
、
職
員
へ
の
説
明
時
期
が
遅

か
っ
た
事
、
す
べ
て
担
当
員
と
い
う
点
も
評
価
が

低
く
今
後
検
討
し
た
い
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

　

給
水
量
減
少
や
浄
水
場
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、

今
後
の
水
道
事
業
の
あ
り
方
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
の
視
点
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
登
別
ブ
ラ

ン
ド
品
の
販
売
と
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
視
野
に

し
た
道
の
駅
的
な
構
想
、
地
方
交
付
税
の
減
少
傾

向
に
対
応
す
る
上
で
国
の
政
策
等
の
情
報
収
集
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

　

富
岸
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
入
所
希
望
児
童

が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
26

年
度
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
と
市
に
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
「
富
岸
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
富
岸
青
少
年
会
館
別
室
の
研
修
室
を
児

童
ク
ラ
ブ
に
使
用
し
、
増
加
し
た
児
童
を
受
け
入

れ
た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
々
木　

久
美
子

佐
々
木　

久
美
子

　

一
般
会
計
で
は
、
総
務
費
・
民
生
費
・
衛
生
費
・

土
木
費
・
消
防
費
・
教
育
費
な
ど
を
質
問
。
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場

事
業
特
別
会
計
を
各
款
ご
と
に
複
数
を
幅
広
く
質

問
し
た
。
継
続
事
業
の
あ
り
方
や
疾
病
余
病
対
策
・

耐
震
診
断
の
計
画
・
予
算
の
規
模
が
適
正
か
な
ど

を
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

　

町
内
会
の
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
は
大
き

い
が
、
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
市
の
役
割
を
た
だ

し
た
。

　

市
は
関
心
の
低
下
や
加
入
率
低
下
、
役
員
の
な

り
手
不
足
等
を
あ
げ
、
各
町
内
会
の
活
動
内
容
の

広
報
紙
で
の
紹
介
や
転
入
時
の
加
入
促
進
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

高　

橋　

正　

美

高　

橋　

正　

美

　

市
有
地
の
土
壌
汚
染
調
査
に
係
り
、
汚
染
物
質

混
入
の
埋
め
立
て
地
の
実
態
把
握
に
必
要
な
資
料
・

記
録
は
存
在
す
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
記
録

は
存
在
し
な
い
の
で
、
広
く
市
民
か
ら
情
報
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。

　

汚
染
調
査
終
了
後
に
、
市
民
の
不
安
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
報
告
を
す
べ
き
と
要
望
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

　

「
国
の
交
付
税
削
減
」
や
「
職
員
配
置
」
な
ど

大
き
く
3
点
、
合
計
10
項
目
に
わ
た
り
総
括
質
疑

を
し
た
。

　

特
に
、
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
「
常
に
で
き
る

限
り
の
削
減
を
考
え
る
」
と
の
市
長
答
弁
に
対
し
、

事
務
処
理
に
支
障
を
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
観
点
よ
り
、
職
員
や
教
員
の
資
質
向
上
に

取
り
組
む
よ
う
提
言
し
た
。

山　

口　

賢　

治

山　

口　

賢　

治

質　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

に
よ
る
、
労
働
者
賃
金
の
水
準
確
保
や
周
知

は
？

答　

引
き
上
げ
率
は
、
平
成
24
年
度
比
で

26
・
3
％
と
な
っ
た
。
昨
年
実
施
し
た
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
7
割
近
く

が
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
回
答
し
た
。
今
回

も
単
価
引
き
上
げ
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
要
請
し
た
い
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

＊公共工事設計労務単価とは： 公共工事における予定価格の積算用単価。毎年10月に国や都道府県が発注する公共工事について
賃金の支払の実態を調査し、年１回年度当初に設定している。

＊
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議会フォーラムに引き続き
「議員定数等について」市民意見交換会を開催

議員定数はこれで良いのか!!

「議長裁決」で 2減の19名に!!

　

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
係
る
意
見
交
換
会
を
１
月
29
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

け
る
基
調
講
演
の
内
容
、
市
民
の
意
見
な
ど
を
ふ
ま
え
た
度
重
な
る
議
会
運

営
委
員
会
で
の
協
議
を
通
し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
正
副
委
員
長
案
を
提
示

す
る
も
、
会
派
間
の
合
意
と
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
こ
れ
ま
で
の
協

議
の
経
緯
と
各
会
派
の
考
え
」
を
明
示
し
、
再
度
市
民
の
声
を
聞
く
目
的
で

討
論
会
と
市
民
と
の
意
見
交
換
の
2
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
議
会
か
ら

「
議
員
・
議
会
活
動
」
や
「
見

え
る
化
」
「
議
員
定
数
・
報
酬
」

な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
し
た
が
、
「
議
会
は
身

近
で
は
な
く
興
味
を
持
て
な
い
」

「
市
民
も
関
心
を
持
つ
こ
と
が

必
要
」
「
定
数
で
は
な
く
議
員

の
資
質
が
問
題
」
「
読
み
や
す

い
広
報
紙
へ
の
工
夫
を
」
「
市

民
の
中
へ
行
き
情
報
収
集
を
」

「
将
来
を
見
据
え
た
定
数
を
」

な
ど
、
様
々
な
市
民
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

総
じ
て
、
資
質
の
高
い
議
員
・

議
会
活
動
や
そ
の
「
見
え
る
化
」

へ
の
取
り
組
み
、
市
民
と
の
協

働
の
あ
り
方
な
ど
を
指
摘
さ
れ

た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
議
会

の
責
任
あ
る
判
断
が
求
め
ら
れ

た
と
言
え
る
意
見
交
換
会
で
し

た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
前
任
の
委

員
会
で
平
成
23
年
6
月
か
ら
調
査
・

検
討
し
て
い
た
議
員
定
数
と
報
酬
に

つ
い
て
、
平
成
25
年
6
月
に
議
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
に
お
け
る
市
民
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
17
回
の

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
定
数
を
削
減
す
る
意
見

が
大
勢
を
占
め
る
も
、
削
減
数
で
各

会
派
間
の
合
意
に
至
ら
ず
、
協
議
経

過
と
結
果
を
ま
と
め
、
議
長
に
答
申

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

① 

「
議
員
定
数
に
係
る
各
会
派
の
考

え
」
で
は
、
別
表
の
と
お
り
に

② 

「
議
員
報
酬
」
で
は
、
市
民
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、
報

酬
増
額
の
見
送
り

③ 

「
そ
の
他
」
で
は
、
市
民
意
見
に
あ
っ
た
「
議
員
の
資
質

向
上
」
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
検
討
を
進
め
る

と
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
の
第
１
回
定
例
会
最
終
日
に
、
会
派
「
市
民
・
前

進
」
と
「
清
新
」
に
所
属
す
る
9
議
員
か
ら
、
2
名
の
定
数

削
減
と
す
る
条
例
改
正
案
の
提
出
が
あ
り
、
反
対
と
賛
成
の

討
論
後
、
１
議
員
が
病
欠
の
た
め
18
議
員
に
よ
る
無
記
名
投

票
を
行
い
ま
し
た
が
、
可
否
同
数
で
議
長
裁
決
と
な
り
ま
し

た
。
裁
決
で
は
「
削
減
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
協
議
経

過
」
「
協
議
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
」
「
議
案
を

提
出
し
た
2
会
派
に
よ
る
現
状
打
破
へ
の
大
い
な
る
政
治
判

断
」
な
ど
の
判
断
に
よ
っ
て
「
可
」
と
な
り
、
定
数
19
名
と

決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
19
名
の
定
数
は
、
来
春
の
統
一
地
方

選
挙
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

定
数
等
の
協
議
が
終
わ
り
、
今
後
は
市
民
の
意
見
な
ど
を

念
頭
に
置
き
、
委
員
会
活
動
計
画
の
「
議
会
か
ら
の
政
策
提

案
の
充
実
」
「
委
員
会
活
動
・
議
員
活
動
の
評
価
等
」
な
ど

の
具
現
化
に
向
け
協
議
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
の
意
見
交
換
会

▲議会運営委員長から議長への答申の様子 ▲市民との意見交換会の様子

＊登別市議会ホームページにもくわしい情報が掲載されています。

○議員定数に係る各会派の考えについて（別表）

各会派
の考え

市民・前進 １９人
市政クラブ21 ２０人
公明党 ２０人
日本共産党 現行どおり
清新 １８人

38 議会だより でぃすかす



主な議会活動状況（平成26年１月～ 3月）
日 曜日 行　　　事
１月
10 金 第 1回会派会長会議、議会だより編集委員会
17 金 議会運営委員会

22 水 生活・福祉委員会（施設視察・議会サポーターと
の意見交換）

24 金 議会運営委員会

29 水 平成26年第 1回登別市議会臨時会
議員定数・報酬に係る市民との意見交換会

30 木 市政クラブ21会派視察（31日まで）
２月
3 月 総務・教育委員会行政視察（ 4日まで）
4 火 観光・経済委員会
5 水 生活・福祉委員会
6 木 総務・教育委員会
7 金 平成26年第 1回定例会議案説明、正副委員長会議
9 日 清新会派視察
12 水 議会運営委員会
17 月 議会運営委員会

18 火 平成26年第 1回定例会本会議「諸報告、全議案一
括上程、行政執行方針」

19 水
平成26年第 1回定例会本会議「全議案説明、大綱
質疑、委員会付託又は省略、予算審査、補正予算
審査、各委員会」

24 月 議会運営委員会
25 火 市連合町内会役員との懇親会
26 水 議会だより編集委員会
27 木 予算・決算委員会（補正予算審査）
3月
3 月 本会議「諸報告、一般質問」
4 火 本会議「一般質問」
5 水 本会議「一般質問」
6 木 本会議「一般質問」
7 金 本会議「一般質問」、議会運営委員会
10 月 生活・福祉委員会、総務・教育委員会
11 火 予算・決算委員会（予算審査）
12 水 予算・決算委員会（予算審査）
13 木 予算・決算委員会（予算審査）

14 金 予算・決算委員会（予算審査）、新年度補正予算
審査、議会運営委員会

17 月 議会運営委員会

18 火 平成26年第 1回定例会本会議最終日「各委員会結
果報告、残余議案」、議会だより編集委員会

24 月 総務・教育委員会（議会サポーターとの意見交換）
26 水 公明党会派視察（28日まで）

平成26年第１回定例会案件
（報告）
○ 一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団に関する平成26年
度の事業計画及び予算の報告について

○ 平成25年度定期監査（後期）及び財政的援助団体等監査の結果
に関する報告について

○予算・決算委員会の審査結果について
○総務・教育委員会の審査結果について
○生活・福祉委員会の審査結果について
○例月出納検査の結果に関する報告について
（議案）
○消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定について
○子ども・子育て会議条例の制定について
○手数料条例の一部改正について
○青少年会館設置条例の一部改正について
○社会教育委員に関する条例の一部改正について
○市立図書館条例の一部改正について
○地域情報センター条例の廃止について
○権利の放棄について
○市議会議員の派遣について
○市議会議員定数条例の一部改正について
平成25年度補正予算
○一般会計補正予算（第 6号）について
○国民健康保険特別会計補正予算（第 2号）について
○公共下水道事業特別会計補正予算（第 3号）について
○簡易水道事業特別会計補正予算（第 2号）について
○介護保険特別会計補正予算（第 2号）について
○後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
○一般会計補正予算（第 7号）について
平成26年度予算
○一般会計予算について
○国民健康保険特別会計予算について
○学校給食事業特別会計予算について
○簡易水道事業特別会計予算について
○介護保険特別会計予算について
○カルルス温泉スキー場事業特別会計予算について
○後期高齢者医療特別会計予算について
○水道事業会計予算について
○下水道事業会計予算について
平成26年度補正予算
○一般会計補正予算（第１号）について
○簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について
○水道事業会計補正予算（第１号）について
○下水道事業会計補正予算（第１号）について
（意見書案）
○ 地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定のための
法改正に関する意見書について

○労働者保護ルールの慎重な改正を求める意見書について
○食の安全・安心の確立を求める意見書について

議案の賛否状況議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成26年度登別市一般会計
予算について　　　　　　 石山、木村（俊）

木村（純）、工藤
佐藤、杉尾
鈴木、高橋
成田、二瓶
沼田、松山
村井、山口
山田、米田

佐々木
渡辺

可決

平成26年度登別市国民健康
保険特別会計予算について 可決

平成26年度登別市学校給食
事業特別会計予算について 可決

登別市青少年会館設置条例
の一部改正について　　　 可決

　

今
ま
で
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
市
民
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
で
「
議
会
、
議
員
の
活

動
や
考
え
が
見
え
な
い
」
な

ど
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、

で
ぃ
す
か
す
の
紙
面
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま
た

よ
り
多
く
の
情
報
を
発
信
し

て
い
る
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
議
事
録
も
見
て
頂
け

た
ら
幸
い
で
す
。
（
Ｎ
・
Ｈ
）

編
集
後
記

編
集
後
記

次回の第 2回定例会は 6月13日からの予定です。

※議会・常任委員会活動、会派視察等を掲載しています。
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　写実表現を追求する画家の野
の

田
だ

弘
ひろ

志
し

さん、永
なが

山
やま

優
ゆう

子
こ

さん、廣
ひろ

戸
と

絵
え

美
み

さ
んと、招待作家 7人の作品を展示し
ます（入場無料）。

▼  日時　 5月18日㈰～ 6月 3日㈫　
10時～19時

▼  場所　だて歴史の杜カルチャーセ
ンター

▼  内容　オープニングセレモニー18
日㈰ 9時45分～、ギャラリートー
ク18日㈰15時～

▼  問い合わせ　伊達市噴火湾文化研
究所（☎ 0 1 4 2 ㉑ 5 0 5 0 ）

第25回　白老牛肉まつり 第 3回
伊達市噴火湾文化研究所同人展

　白老牛のステーキや焼肉の直売、
黒毛和牛の丸焼き（750食× 2日分）、
海産物などの特産品の販売店も多数
出展するほか、ご家族でも楽しめる
イベントを開催します。

▼  日時　 6月 7日㈯・ 8日㈰　 9時
30分～17時（ 8日は16時まで）

▼  場所　白老インター前広場（白老
川河川敷）

▼前売り券　白老牛180g　1,400円

▼  問い合わせ　とまこまい広域農業
協同組合白老支所（☎ 0 1 4 4 82
2 2 6 6 ）

ゴールデンウイークも運行
夜景見学バス

▼  運行日　 5月 3日㈯～ 6日㈫、 6
月～10月の土・日曜日、祝日

▼  発着場所　ＪＲ東室蘭駅東口また
は旧室蘭駅舎（出発10分前までに
集合）

▼  時間　17時45分～20時15分（ 6月
以降は、日没時間に合わせて変更
します）

▼  費用　中学生以上1,000円、小学
生以下500円

▼  申し込み　乗車日の１カ月前から
当日の15時までに道南バス㈱室蘭
貸切センター（☎81 2 1 0 0 ）

　地獄谷に棲
す

む『湯鬼神』たちが、人々の幸せを
願い、噴火のごとく迫力たっぷりの手筒花火を夜
空に放ちます。
日時　 6月１日㈰（オープニング開催）、 5日～

8 月 8 日の毎週木・金曜日　20時30分～
（約20分）

場所　地獄谷展望台（登別温泉町）
※天候により中止することがあります。
※ 自家用車でお越しの方は、地獄谷駐車場（夜間
無料）をご利用ください。

　揺らめく灯りに照らされた『鬼火の路』が皆さ
んを地獄谷へと誘います。
日時　11月30日㈰までの毎日　日没～21時30分
場所　地獄谷入口、地獄谷展望台、地獄谷遊歩道

鬼火鬼火がが誘誘
いざないざな

うう地獄地獄のの谷谷

問い合わせ　登別観光協会（☎84３３１１）問い合わせ　登別観光協会（☎84３３１１）


